
一
六

〇

『
今
昔
物
語
集
』
仏
伝
説
話
の

一
齣

-
「ス
ジ

ャ
ー
タ

ー
」
か
ら

「
ナ

ン
ダ

ハ
ラ
」

へ
-

鈴

木

治

子

一
、

は

じ
め

に

仏
伝

の
成
道
を
め
ぐ
る
印
象
的
な

一
場
面
に
、
釈
尊
が
苦
行
で
衰
え
た
体
力
を
牧
牛
女
の
捧
げ
た
乳
粥

(乳
糜
)

で
回
復
さ
せ
、
菩

提
樹

下
の
瞑
想
に
入
る
く
だ
り
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
乳
粥
を
供
養
し
た
娘
の
名
は
、
今
日

「
ス
ジ
ャ
ー
タ
ー
」
と
し
て
広
く
喧
伝

さ
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『今
昔
物
語
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
我
が
国

の
仏
伝
説
話
で
は
、
「難
陀
波
羅

(な
ん
だ
は
ら
)
」
の
名
で

こ
の
娘
が
登
場
す
る
。

本
稿
で
は
、
パ
ー
リ
文
、
梵
文
、
漢
訳
の
諸
仏
伝
お
よ
び
我
が
国
の
仏
伝
文
学

の
中
に
描
か
れ
た
乳
糜
供
養
説
話

の
諸
相
を
た
ど
り
、

二
つ
の
名
が
生
じ
た
背
景
と
、
『今
昔
物
語
集
』
巻
第

一
第
五

「悉
達
太
子
、
於
山
苦
行
語
」
の
原
話
を
追
究
す
る

こ
と
を
目
的
と
す

る

。

二
、

「
ス
ジ

ャ
ー

タ
ー

」

伝

承

の
ひ
ろ
が

り

法
顕
が
イ
ン
ド
巡
拝
を
綴

っ
た

『法
顕
伝
』
の

「伽
耶
城
」
の
場
面
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

又
北
行
二
里
得
彌
家
女
奉
佛
乳
糜
處

。
從
此
北
行

二
里
。
佛
於

一
大
樹
下
石
上
東
向
坐
食
糜

。
樹

石
今
悉
在
。

石
可
廣
長
六
尺
高



二
尺
許
。
(傍
線
筆
者
、
以
下
同
じ
)

こ
れ
に
よ
る
と
法
顕
の
渡
印
し
た
五
世
紀
に
は
、
牧
牛
女
の
乳
糜
供
養
の
場
所
、
お
よ
び
菩
薩
が
そ
の
乳
糜
を
坐
し
て
食
し
た
と
こ
ろ

が

残

っ
て

い
た

と

い
う

。

ま
た
、
『大
唐
西
域
記
』
巻
第
八

「摩
掲
陀
国

上
」
に
は
次
の
よ
う
な

一
節
が
あ
る
。

 

菩
提
樹
垣
外
西
南
翠
堵
波
。
奉

乳
糜

二
牧
女
故
宅
。
其
側
翠
堵
波
。
牧
女
於

此
煮
糜

。
次
此
翠
堵
波
如
來
受
糜
處

也

す
な
わ
ち
、
七
世
紀
の
玄
奘

の
時
代
に
も
こ
の
話
は
喧
伝
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記
述
か
ら
、
乳
糜
を
奉

っ
た
処

の
み
な
ら
ず
、

「二
牧
女
故
宅
」
ま
で
が
仏
跡
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
に
は
牧
牛
女
の
名
は
語
ら
れ

て
い
な
い
。

右

の
二
書
に
記
さ
れ
た
牧
牛
女
の
伝
承
は
き
わ
め
て
息
が
長

い
。
中
村
元
著

『ゴ
ー
タ

マ

・
ブ

ッ
ダ

I
』
(
二
九
六
九
年
初
版
)

に
も

「ネ
ー
ラ
ン
ジ

ャ
ラ
ー
河
を
渡

っ
た
と
こ
ろ
に
、

ス
ジ

ャ
ー
タ
ー
女
の
家
の
跡
と
称
す
る
も
の
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

二
〇
〇
四
年
三
月
に
筆
者
が
当
地
を
訪
れ
た
折
も
、
釈
尊
成
道
の
地
ブ
ダ
ガ
ヤ
の
大
塔
前
に
は
ス
ジ

ャ
ー
タ
ー
の
石
像
が
置
か
れ
、
金

剛
宝
座
か
ら
見
て
尼
連
禅
河

(ネ
ー
ラ
ン
ジ

ャ
ラ
ー
河
)

の
対
岸
に
位
置
す
る
セ
ー
ナ
ー
村
に
は
、
現
在
で
も
こ
の
話
が
伝
承
さ
れ
て

い
た
。
土
地
の
人
々
は
伝
承
を
持

つ
ば
か
り
で
な
く
、

ス
ジ
ャ
ー
タ
ー
の
家
と
称
す
る
遺
跡
を
守

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
人
々
が
語
る

名

は

「
ス
ジ

ャ
ー

タ

ー

」

だ

け

で
あ

っ
て

、

「
ナ

ン
ダ

ハ
ラ

」

の
名

を

知

る
者

は

い
な

か

っ
た

。

こ
の
説
話
は
、
多
く

の
経
典

・
仏
伝
に
認
め
ら
れ
る
。
本
来
、
仏
伝
は
阿
含
経
典
や
律
蔵
に
断
片
的
に
描
か
れ
、
や
が
て
伝
記
を
ま

と
め

る
こ
と
を
本
旨
と
し
た
仏
伝
経
典
が
登
場
し
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
牧
牛
女
話
は
、
古
く
は

『雑
阿
含
経
』
巻
第

二
十
三
に
登
場
す

る
。

こ
の
経

の
当
該
箇
所
は
時
間
軸
に
そ

っ
て
仏
伝
を
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
阿
育
王
建
立

の
仏
塔
を
巡
り
な
が
ら
そ
こ
に
ゆ
か
り

あ
る
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
描
く
体
裁
を
取

っ
て
い
る
。
牧
牛
女
話
は

此
處
二
女
奉

菩
薩
乳
糜

如
偈

所
説

大
聖
於

此
中

受

二
女
乳
糜

從

此
而
起
去

往

詣
菩
提
樹

『
今
昔
物
語
集
』
仏
伝
説
話
の

一
齣

↓
六

一



一
六

二

と
描

か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
女
の
名
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

さ

て
、

「
ス
ジ

ャ

ー

タ

ー

」

の
名

が

見

ら

れ

る

文

献

に

、

ま
ず

パ

ー

リ

語

ジ

ャ
ー

タ

カ

所

収

の

『
ニ
ダ

ー

ナ

・
カ

タ

ー

』

(
因

縁

の
物

語
)
が
あ
る
。
そ
の
乳
糜
供
養
諌
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

そ

の

こ

ろ

、

ウ

ル
ヴ

ェ
ー

ラ

ー

の

セ

ー

ナ

ー

ニ
聚

落

に

、

地

主

セ

ー

ナ

ー

ニ
ー

の
家

に
生

ま

れ

た

ス
ジ

ャ
ー

タ

ー

と

い
う

年

ご

ろ
の
娘
が
お
り
、

一
本
の

ニ
グ

ロ
ー
ダ
樹
に
祈
願
を
か
け
た
。

「も
し
、
わ
た
し
が
同
じ
階
級

の
家

に

〔嫁
い
で
〕
行

っ
て
、
最

初
の
お
な
か
に
男
の
子
が
授
か
り
ま
し
た
ら
、
毎
年
十
万

〔金
〕
を
出
し
て
あ
な
た
に
お
供
え
を
い
た
し
ま
し

ょ
う
」
と
。
か
の

女
の
そ
の
祈
願
は
か
な

っ
た
。
〈偉
大
な
人
〉
が
難
行
を
行
な

っ
て
満
六
年
た

っ
た
ヴ

ィ
サ
ー
ヵ

月
の
満
月
の
日
の
こ
と
だ

っ
た

が
、
か
の
女
は
供
養
祭
を
し
よ
う
と
思
い
立
ち
、
ま
ず
千
頭
の
牝
牛
を
ラ

ッ
テ
ィ
マ
ド
ゥ
カ
の
森
に
追
い
、
そ

の
乳
を
五
百
頭
の

牝
牛
に
飲
ま
せ
た
。
そ
し
て
、
そ

〔の
五
百
頭
〕
の
乳
を
二
百
五
十
頭
に

〔飲
ま
せ
る
〕
と
い
う
ふ
う
に
し
て
、

つ
い
に
は
十
六

頭
の
牝
牛
の
乳
を
八
頭
の
牝
牛
に
飲
ま
せ
、
乳
の
濃
さ
と
甘
さ
と
栄
養
分
と
を
多
く
し
よ
う
と
し
て
、
〈乳
の
回
転
〉
と
い
う

こ

と

を

行

っ
た

。

か

の
女

は

、

ヴ

ィ

サ

ー
ヵ

月

の
満

月

の

日

に

、

朝

早

く

、

「供

養

祭

を

し

ま

し

ょ

う

」

と

、

夜

明

け

と

と

も

に

起

き
出
し
、
か
の
八
頭
の
牝
牛

の
乳
を
し
ぼ
ろ
う
と
し
た
。
べ
つ
に
子
牛
が
牝
牛
の
乳
房
の
し
た

へ
行

っ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
が
、

乳
房
の
し
た
に
新
し
い
容
器
を
差
し
入
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
、
ひ
と
り
で
に
乳
が
ほ
と
ば
し
り
出

て
き
た
。
そ

の
不
思
議
さ
を
見

て
、
ス
ジ

ャ
ー
タ
ー
は
自
分
の
手
で
乳
を
取

っ
て
新
し
い
容
器
に
入
れ
、
手
ず
か
ら
火
を
お
こ
し
て
煮
は
じ
め
た
。

こ
の
よ
う
に
、
詳
細
を
き
わ
め
た
物
語
が
展
開
し
て
い
る
。
右
の
話
に
続
き
、
ス
ジ

ャ
ー
タ
ー
は

「ミ
ル
ク
が
ゆ
」

に

「滋
養
食
」
を

入
れ

、

「黄

金

の
鉢

」

に

盛

っ
て
ボ

ー
デ

イ
サ

ッ
タ

の
手

の
上

に
載

せ

る

、

と

語

ら

れ

る

。

さ

ら

に

続

い

て

、

ボ
ー
デ

イ
サ

ッ
タ
は
坐

っ
て
い
た
場
所
か
ら
立
ち
あ
が
る
と
、
木
の
ま
わ
り
を
右

へ
と
ま
わ

っ
て
、
鉢
を
た
ず
さ
え
て
、
ネ
ー

ラ
ン
ジ

ャ
ラ
ー
河
の
岸
辺
に
行
か
れ
た
-

数
千
の
ボ
ー
デ
ィ
サ

ッ
タ
た
ち
が
さ
と
り
を
ひ
ら
か
れ
る
日
に
お
り
て
行

っ
て
沐
浴
す

る
場
所
は
、
ス
ッ
パ
テ
イ
ッ
テ
イ
タ
沐
浴
場
と
い
う

の
で
あ
る
が
-

そ
の
岸
辺
に
鉢
を
置
い
て
、
お
り
て
行

っ
て
沐
浴
し
、
数
十

万
の
仏
た
ち
の
衣
服
で
あ
る

〈聖
者
の
標
章
〉
を
身
に
ま
と
い
、
東
方
に
向
か

っ
て
坐
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
煮

つ
め
ら
れ
た
蜜
入



り
の
ミ
ル
ク
が
ゆ
を
、
タ
ー
ラ
樹
の
ひ
と
つ
だ
ね
の
実
ほ
ど
の
大
き
さ
の
四
十
九
個
の
団
子
に
し
て
、
残
ら
ず
食
べ
ら
れ
た
。
か

れ
は
仏
と
な

っ
て
七
週
間

〈さ
と
り
の
座
〉

で
過
ご
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
ま
さ
し
く
四
十
九
日
の
食
物
な
の
で
あ
る
。

(中
略
)

と
こ
ろ
で
、
そ
の
ミ
ル
ク
が
ゆ
を
食
べ
お
わ
る
と
、
黄
金

の
鉢
を
手
に
し
、

「も
し
、
わ
た
し
が
今

日
仏
と
な
る
こ
と
が
で
き

る
な
ら
ば
、
こ
の
鉢
は
流
れ
に
逆
ら

っ
て
行
け
。
も
し
、
で
き
な
い
の
な
ら
、
流
れ
に
従

っ
て
行
け
」
と
言

っ
て
投
げ
ら
れ
た
。

と
乳
糜
供
養
話
は
結
ば
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
阿
含
経
典
と
は
異
な
り
、
独
立
し
た
仏
伝
に
は
成
道
前
話
が
豊
か
な
物
語
性
を
付
与
さ

れ
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
。

次

に
梵
文
の
仏
伝
を
見
て
み
よ
う
。
律
蔵
か
ら
発
展
し
た
と
さ
れ
る

『
マ
ハ
ー

・
ヴ

ァ
ス
ト
ゥ
』
に
は
、
前
世
に
菩
薩
の
母
で
あ

っ

た

ス
ジ

ャ
ー
タ
ー
が
ウ
ル
ヴ

ィ
ル
ヴ

ァ
ー
で
乳
粥
を
供
養
す
る
話
が
載
る
。
同
じ
く
梵
文
の
仏
伝
で
あ
る

『ラ
リ
タ

・
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』

で
は
、
ウ
ル
ヴ
ィ
ル
ヴ

ァ
ー
の
ナ
ン
デ
ィ
カ
村

の
村
長
の
十
人
の
若
い
娘
が
菩
薩
に
奉
仕
し
、
そ
の

一
人
ス
ジ
ャ
ー
タ
ー
は

千
頭
の
雌
牛
か
ら
乳
を
搾
り
、
そ
れ
か
ら
七
回
繰
り
返
し
て
、
最
も
純
粋
な
ク
リ
ー
ム
を
取
り
出
し
、

つ
い
で
こ
の
ク
リ
ー
ム
と

最
も
新
鮮
な
最
も
新
し
い
米
と
を
、
新
し
い
焼
物
の
壼
に
注
ぎ
入
れ
、
新
し
い
竈

の
上
に
置
い
て
、
料
理
を
作

っ
た
。
(中
略
)

村
長
の
娘

ス
ジ
ャ
ー
タ
は
蜂
蜜
入
り
の
乳
粥
を
黄
金
の
鉢
に
満
た
し
て
菩
薩

に
捧
げ
た

(中
略
)。

こ
の
賢

い
ス
ジ

ャ
ー
タ
は
食
べ
物
を
黄
金
の
器
に
入
れ
て
捧
げ
、
か
の
ボ
サ
ツ
の
足
を
頂

い
て
礼
拝
し
て
か
ら
、
喜
び
に
満
ち

て
ボ
サ
ツ
に
向
か

っ
て
言

っ
た
。
私
の
た
め
に
ど
う
か
こ
の
食
べ
物
を
お
食
べ
く
だ
さ

い
、
お
お
、
衆
生
の
御
者
で
あ
ら
れ
ま
す

方

よ

。
必
要
な
だ
け
こ
の
食

べ
物
を
食

べ
ら
れ
た
後
で
、
こ
の
賢
者
は
器
を
水
の
中
に
投
げ
入
れ
ら
れ
た
。

と

あ

り

、

『
ニ
ダ

ー

ナ

・
カ

タ

ー

』

と

は
ま

た

異

な

っ
た

伝

承

を

詳

細

に
記

し

て

い
る

。

次
に
漢
訳
経
典
で
は
、
『
ラ
リ
タ

・
ヴ

ィ
ス
タ
ラ
』
を
原
典
と
す
る
仏
伝
経
典

『普
曜
経
』
巻
第
五
に

「時
修
舎
慢
加
村
落
長
者
女
。

與

諸
梵
志

奉

美
乳
糜

。」
さ
ら
に
偈
の
中
で

「修
舎
女
奉

食

金
鉢
盛

乳
糜

こ

と
あ
り
、
ス
ジ
ャ
ー
タ
ー
の
音
写
と
し
て

「修

『
今
昔
物

語
集
』
仏
伝
説
話
の

一
齣

一
六

三



一
六
四

舎
女
」
の
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
律
に
も

「須
闍

陀
」
の
名
は
登
場
す
る
。
『
五
分
律
』
巻
第
十
五
に
は
、

起
到
欝
韓
羅
斯
那
聚
落
入
村
乞
食
。
次
到
斯
那
婆
羅
門
舎
。
於
門
外
黙
然
立

彼
女
須
闍
陀
。
見
佛
威
相
殊
妙
。
前
取
佛
鉢
盛
満

美
食
以
奉
世
尊
。
佛
受
食
巳
語
前
。
汝
可
歸
依
佛
歸

依
法
。
即
受
二
自
歸

。
是
爲
女
人
中
須
闍
陀
最
初
受
二
自
歸

爲
優
婆
夷

佛

食
巳
復
還
菩
提
樹
下
。
結
跏
趺

坐
三
昧
七
日
受
解
脱
樂
。

の

一
節
が
見
え
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
、
菩
提
樹
下
の
成
道
前
の
乳
糜
供
養
の
話
で
は
な
く
、
成
道
の
後
七
日
経
て
欝
稗
羅
斯
那
聚
落

で
世
尊
が
村
の
娘

「須
闍

陀
」
よ
り
美
食
を
供
養
さ
れ
、
娘
に
二
自
帰
を
授
け
優
婆
夷
と
さ
せ
る
話
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
『
マ
ハ
ー

・
ヴ

ァ
ス
ト
ゥ
』
と
同
系
の

一
異
本

の
訳
と
さ
れ
る

『仏
本
行
集
経
』
巻
第

二
十
四
に
も

「
須
闍
多
」
の
名
が

登
場
す
る
。

到

一
村
主
長
者
之
家
。
然
其
長
者
。
名
難
提
迦
隋
言
自
喜
至
彼
家
巳
。
却
立

一
面
。
默
然
而
住
。
其
難
提
迦
。
自
喜
村
主
有

一
善
女
。

名
須
闍
多
隋
言
善
生

彼
女
端
正
。
可
喜
無
雙
。
爲
諸
世
人
之
所
樂
見
。
其
善
生
女
遙
見
菩
薩
手
持
瓦
器
默
然
立
住
欲
乞
求
食
。
善
生
見

已
。
從
其

二
乳
。
自
然
汁
出
。
時
善
生
女
。
問
菩
薩
言
。
最
勝
仁
者
。
仁
是
誰
子
。
是
何
種
姓
。
名
字
云
何
。

父
母
何
處
。
今
欲

何
求
。
仁
者
云
何
。
有
何
神
異
。
今
我

一
見
。
使
我
兩
乳
汁
自
然
流

し
か

し
、
こ
の

一
節
も
乳
糜
供
養
譚

で
は
な
く
、
乞
食
に
訪
れ
た
菩
薩
の
姿
を
見
て

「須
闍
多

(善
生
)」

の
乳
よ
り
自
然
に
乳
汁
が

流
れ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
は
、
ス
ジ

ャ
ー
タ
ー
の
音
訳

「須
闍
多
」
と
意
訳

「善
生
」
の
双
方
を
用

い
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
『仏
本
行
集
経
』
で
は
、
巻
第
二
十
五
に

「善
生
村
主
の
二
女
」
に
よ
る
乳
糜
供
養
譚

が
語
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
次
章

で
言
及
し
た
い
。

ま

た

、

乳
糜

供

養
譚

に

ス
ジ

ャ

ー

タ

ー

の
意

訳

の

「
善

生

」

の
名

が

現

わ

れ

る

の
は

、

『
ラ

リ

タ

・
ヴ

ィ

ス
タ

ラ

』

の
漢

訳

で

『
普

曜
経
』
の
異
訳
と
さ
れ
る

『方
広
大
荘
厳
経
』
で
あ
る
。

時
善
生
女
即
以

金
鉢

盛
滿

乳
糜

持
以
奉
獻
菩
薩
受
已
作

是
思
惟

。
食
二此
乳
糜

必
定
得

成

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提

。



復
告

善
生

。
我
若
食
已
如

是
金
鉢
當

付

與
誰

。
善
生
女
言
。
願
以

此
鉢

奉

上
尊
者
隨

意
所
用
。

こ

の

よ

う

に

、

ス
ジ

ャ

ー

タ

ー

/

須
闍

多

(
須
闍

陀

)

/

善

生

の
名

は

、

『
ニ
ダ

ー

ナ

・
カ

タ

ー

』

を

は

じ

め

と

す

る

パ

ー

リ

仏

伝

・
梵
文
仏
伝
ば
か
り
で
な
く
、
漢
訳
仏
伝
経
典
等
に
も
数
例
認
め
ら
れ
た
。
し
か
も
、
乳
糜

供
養
譚

で
は
な
く
成
道
前
後
の
別
の
説

話
と

し
て

「須
闍
多
」
の
登
場
す
る
異
伝
の
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

三
、

「
ス
ジ

ャ
ー
タ

ー

」
か

ら

「
ナ

ン
ダ

ハ
ラ
」

へ

さ

て

、

牧

牛

女

の
名

称

は

、

前

述

し

た

「
ス
ジ

ャ
ー

タ

ー

」

(
須
闍

多

)

の
他

に

ー
ナ

ン
ダ

ハ
ラ

(
ナ

ン
ダ

バ

ラ

ー

)
」

(難

陀

婆

羅

)

と
伝
承
さ
れ
た
例
が
あ
る
。

ま
ず
、
先
述
し
た

『
ラ
リ
タ

・
ヴ

ィ
ス
タ
ラ
』
で
は
、
乳
糜
供
養
の
主
体
は
ス
ジ

ャ
ー
タ
ー
と
す
る
が
、
共
に
菩
薩

へ
の
奉
仕
者
と

し
て
登
場
す
る
ウ

ル
ヴ

ィ
ル
ヴ

ァ
ー
村
の
村
長
の
十
人
の
娘

の
最
初
に

「バ
ラ
ー
」
の
名
が
出
る
。
ま
た
、
二
世
紀

に
馬
鳴
の
著
し
た

『ブ

ッ
ダ

・
チ
ャ
リ
タ
』
に
は
牛
飼

い
の
長
の
娘
と
し
て
ナ
ン
ダ
バ
ラ
ー
が
登
場
し
、
そ
の
漢
訳
で
あ
る

『仏
所
行
讃
』
巻
第
三
に
は

時
彼
山
林
側

有

一
牧
牛
長

長
女
名

難
陀

浄
居
天
來
告

菩
薩
在

林
中

汝
應

往
供
養

難
陀
婆
羅
闍
歡

喜
到

二其
所

手
貫

白
珂
釧

身
服

青
染
衣

青
白
相
映
發

如

水
淨
沈
漫

信
心
増
踴

躍

稽

首
菩
薩
足

敬

奉
香

乳
糜

惟
垂

哀
愍

受

菩
薩
受
而
食

「難

陀
」
お
よ
び

「難
陀
婆
羅
闍

」
と
出
る
。
そ
し
て
代
表
的
な
仏
伝
経
典
で
あ
る

『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第

三
に
は

「有

一
牧

牛
女

人

。
名

難
陀
波
羅
」

と
あ
る
。

こ

の
他
に
、
乳
糜
供
養
の
主
人
公
の
女
を
二
人
と
す
る
伝
承
も
あ
る
。
ま
ず
、
『根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事

』
巻
第
二
十
に
は

「於

難
陀
難
陀
力
二
牧
牛
女
所
。
食
十
六
倍
上
妙
乳
糜

」
と
二
人
の
女
が
登
場
す
る
。
同
じ
く
、
『
仏
本
行
集
経
』
巻
第
二
十
五

ー精

進
苦
行
品

第
二
十
九
下
」
に
は

「軍
將
斯
那
耶
那
婆
羅
門
家
」

の
二
人
の
娘
と
し
て

「難
陀
隋
言
喜」

「婆
羅
隋
言
力」

の
名
が
見
え
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
仏
伝
説
話
の

一
餉

一
六

五



一
六
六

と
こ
ろ
が
、
こ
の
箇
所
で
は
乳
糜

供
養
譚

は
語
ら
れ
ず
、
二
女
が
菩
薩

の
身
に
酥
油
を
塗
り
、
羊
乳
を
供
養
す
る
話

と
な

っ
て
い
る
。

た
だ

、
こ
れ
に
続
く

「向
菩
提
樹
品

第

三
十
上
」
に
は
、
「善
生
村
主
二
女
」
に
よ
る
乳
糜
供
養
譚

が
語
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
経

典
巻
第

四
十
で
は
、
成
道
後
の
遊
行
説
法

の
場
面
に
も

「兵
將
大
婆
羅
門
」

の
二
女
と
し
て

「難
陀
」

「波
羅
」
の

二
人
の
名
が
見
え

)
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
経
に
は
多
様
な
名
が
登
場
し
、
ま
さ
に
経
の
集
成
と
し
て
の
性
格
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
チ
ベ

ッ
ト
系
の
仏
伝

『衆
許
摩
訶
帝
経
』
巻
第
六
で
は
、
女
の
名
が

「難
那
」
「難
那
末
羅
」
と
な

っ
て

い
る
。

こ
の
他
、
本
生
経
典
に
も

「難
陀
」
「難
陀
波
羅
」
の
二
女
が
登
場
す
る
。
『出
曜
経
』
巻
第
十
四
に
は
、

復
次
菩
薩
從
苦
行
起
。
難
陀
難
陀
波
羅
二
女
。
以
蘇
麻
油
塗
菩
薩
身
。
諸
女
天
身
極
自
柔
軟
状
如
天
女
。

と
あ

り
、
『
中
本
起
経
』
巻
上
で
は

梵
志
二
女
。
長
名
難
陀
。
次
名
難
陀
波
羅
。
見
光
喜
悦
。
尋
詣
佛
所
。
禮
拝
請
佛
。
如
來
昇
堂
。
教
授

二
女
。
歸
命
三
尊
。
授
五

戒

巳

。

と
、

い
ず
れ
も
二
人
と
し
て
扱
う
が
、
前
者
は

「蘇
麻
油
」
を
菩
薩
の
身
体
に
塗
る
話
が
描
か
れ
、
後
者
は
二
人
が
釈
尊
か
ら
受
戒
す

る
話

で
あ
り
、
こ
こ
に
も
乳
魔
糜供
養
の
話
題
は
な
い
。

一
方
、
「難
陀
婆

(波
)
羅
」

の
意
訳
で
あ
る

「歓
喜
」
「歓
喜
力
」
等

の
名
称
を
用
い
て
い
る
経
典
も
あ
る
。
『
仏
本
行
経
』
巻
第

三
に
は至

他
閑
處

於

是
便
受

喜
悦
喜
力

二
女
乳
糜

甘
露
之
施

即
便
行

詣

微
妙
道
樹

と

、

「喜

悦

」

「
喜

力

」

と

意

訳

し

た

名

で

二
女

が

登

場

す

る

。

ま
た
、
説

一
切
有
部
系
の

『根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
』
巻
第
十
八
で
は

「歓
喜
」
「喜
力
」
の
二
人
が
、
さ
ら

に
同

『根
本
説

切
有
部
芯
芻

尼
毘
奈
耶
』
巻
第

一
、
同
巻
第
八
、
『
根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
出
家
事
』
巻
第

二
、
『根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
破
僧

)事
』
巻
第
五
で
は
、
「
歡
喜
」
「
歡
喜
力
」
が
登
場
す
る
。
中
で
も
、
き
わ
め
て
詳
細
な
仏
伝
を
収
め
て
い
る

『
破
僧
事
』
で
は
、
次
の

よ
う
に
こ
の
説
話
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。



菩
薩
爾
時
。
漸
加
飮
食
身
力
強
健
。
即
往
西
那
延
村
唐
言
會
軍
村
也

彼
有
村
主
。
名
爲
軍
將
。
將
有

二
女
。
十
名
歡

喜
。
二

名
歡
喜
力

時
此
二
女
先
聞
。
雪
山
南
傍
掠
伽
河
側
。
劫
比
羅
仙
住
處

不
遠
。
劫
比
羅
城
釋
迦
種
中
生

一
太
子
。
端
正
具
足
衆
相
圓
滿

。

一
切

衆
生
見
者
喜
悦
。
相
師
占
云
。
此
兒
若
紹
王
位
當
得
轉
輪
王
。
此
女
聞
巳
。
於
十

二
年
中
常
守
貞
潔
。
人
間
常
法
。
若
有
女
人
。

能
守
貞
潔
滿

十
二
年
者
。
即
合
與
轉
輪
王
爲
妃
。
故
彼
二
女
。
於
十

二
年
内
不
犯
十
惡
。
滿
十
二
年
訖

作
是
思
念
。
我
今
於
十
二

年
中
作
清
淨

行
訖
。
應

以
十
六
轉
乳
粥
供
養
苦
行
仙
人
。
所
謂
十
六
轉
者
。

一
千
牛
乳
飮

一
千
牛
。
復
以

一
千
飮

五
百
。
復
以
五

百
飮

五
百
。
復
以
五
百
飮

二
百
五
十
。
復
以
二
百
五
十
飮

二
百
五
十
。
復
以

二
百
五
十
飮

二
百
二
十
五
。
復
以

一
百
二
十
五
飮

一

百
二
十
五
。
復
以

一
百
二
十
五
飮
六
十
四
。
復
以
六
十
四
飮
六
十
四
。
復
以
六
十
四
飮

三
十
二
。
復
以
三
十
二
飮
三
十
二
。
復
以

三
十
二
飮
十
六
。
復
以
十
六
飮
十
六
。
復
以
十
六
飮

八
。
復
以
八
飮
八
。
復
以
八
飮

四
。
作
是
念
已
。
即
取
此
乳
頗
璃
器
中
煮
爲

粁弓

こ
の
よ
う
に
し
て
煮
た
上
質

の
乳
粥
を

「歓
喜
」
「歓
喜
力
」
の
二
女
は
、
梵
天

・
浄
居
天

・
帝
釈
天
の
勧
め
に
よ

っ
て
、
体
力
を
消

耗
し
た
菩
薩
に
施
す
の
で
あ
る
。

當
煮
之
時
。
淨
居
諸
天
。
觀
見
菩
薩
食
此
粥
巳
即
成
菩
提
道
。
我
等
應

當
助
其
威
力
。
即
將
上
藥
速
得
力
者
。
置
乳
器
中
井
衞
護

之
。
當
時
粥
現
種
種
輪
相
。
時
有

一
外
道
。
名
日
近
行
。
來
見
此
粥
有
種
種
相
。
作
是
念
云
。
食
此
粥
者
必
證
無
上
智
慧
。
我
應

乞
取
喫
之
。
念
已
便
去
。
粥
既
熟
巳
。
時
彼
外
道
却
來
告

二
女
日
。
我
從
遠
來
甚
大
飢
乏
。
今
此
乳
粥
可
分
施
我
。
二
女
報
曰
。

我
不
與
汝
。
默

然
而
去
。
時
二
女
人
。
從
頗
梨
器
中
。
潟
其
乳
粥
於
寳
鉢
中
。
天
帝
釋

來
立
二
女
前
。
梵
天
淨

居
天
等
以
此
遥
立
。

時
彼
二
女
。
既
見
帝
釋
在
前
而
立
。
即
捧
其
乳
鉢
施
與
帝
釋

。
帝
釋

報
曰
。
施
勝
我
者
。
二
女
問
日
。
今
誰
勝

汝
。
答
曰
。
彼
梵

天
王
。
爾
時

二
女
。
復
持
其
乳
施
梵
天
王
。
梵
天
王
報
曰
。
施
勝
我
者
。
問
曰
。
誰
勝
於
汝
。
答
曰
。
彼
淨

居
天
。
時
此
女
人
。

復
以
乳
鉢
捧
淨

居
天
。
淨

居
天
報
曰
。
施
勝
我
者
。
又
復
問
曰
。
誰
勝
於
汝
。
答
曰
。
彼
菩
薩
今
見
在
尼
連
襌

河
洗
浴
。
爲
無
力

故
不
能
得
出
。
彼
人
勝
我
。
汝
當
施
與
。
時

二
女
人
。
即
持
其
乳
粥
往
尼
連
襌

河
。
將
施
菩
薩
。
爾
時
河
岸
有

女
樹
神
。
見
菩
薩

虚
羸

不
能
上
岸
。
即
從
樹
出
半
身
展
手
欲
接
菩
薩
。
菩
薩
問
曰
。
汝
是
何
身
。
樹
神
答
曰
。
我
是
女
人
。
菩
薩

報
曰
。
我
不
能
觸

『
今
昔
物
語
集
』
仏
伝
説
話
の

一
齣

一
六

七



一
六

八

汝
。
可
爲
我
低

一
樹
枝
。
我
欲
攀

出
。
時
彼
樹
神
即
低
樹
枝
。
菩
薩
攀

而
得
出
。
便
著
衣
服
在
於
河
岸
樹
下
而
坐
。
時
二
女
人
便

持
粥
至
。
曲
躬
恭
敬
奉
施
菩
薩
。
菩
薩
以
自
他
利
故
。
便
受
其
粥
。
又
便
問
曰
。
兼
此
寳
器
總
能
施
不
。
二
女
答
曰
。
聖
者
。
今

總
奉
施
。
菩
薩
爾
時
即
喫
其
粥
。
洗
其
寳
鉢
擲
尼
連
河
中
。

こ
こ
で
は
、
釈
尊
の
出
自
か
ら
説
き
起

こ
し
、
二
女
が

「十
六
轉
」
の
乳
粥
を
供
養
す
る
必
然
性
を
は
じ
め
、
千
頭

分
の
牛
の
乳
を
濃

縮
し
た

「十
六
轉
」

の
乳

の
意
味
を
具
体
的
に
説
明
す
る
。
続

い
て

「近
行
」
と
い
う
外
道
が
乳
粥
の
意
味
を
説
く
。
次
に
、
帝
釈

天

・
浄
居
天

・
梵
天
が
登
場
し
、
そ
れ
ら
の
諸
天
を
超
え
て
勝
れ
た
存
在

で
あ
る
菩
薩
に
乳
粥
供
養
を
勧
め
る
。
こ

の
よ
う
に
、
本
経

で
は
乳
糜

供
養
譚

の
も

っ
と
も
増
幅
し
た
変
容
が
認
め
ら
れ
る
。

有
部
系
の
律
で
広
汎
な
仏
伝
を
描
い
た

の
が

『破
僧
事
』
で
あ
る
と
す
る
と
、

一
方
、
仏
伝
経
典
で
多
様
な
伝
承

を
詳
細
に
描

い
て

い
る

の
は
、
先
述
し
た

『仏
本
行
集
経
』
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
こ
に
も

『破
僧
事
』
の

「十
六
轉
乳
粥
」
と
近
似

し
た

「十
六
分
妙

好
乳
糜

」
を
作
る
過
程
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

以
上
を
整
理
す
る
と
、
阿
含
経
典
に
は
牧
牛
女
の
名
は
語
ら
れ
な

い
が
、
『
ニ
ダ
ー
ナ

・
カ
タ
ー
』
等

の
パ
ー
リ
仏
伝
、
『
マ
ハ
ー

・

ヴ

ァ

ス

ト

ゥ

』

『
ラ

リ

タ

・
ヴ

ィ

ス
タ

ラ

』

等

の
梵

文

の
仏

伝

で

は

「
ス
ジ

ャ
ー

タ

ー

」
、

そ

の
漢

訳

の

『
普

曜

経

』

に

は

「修

舎

女

」
、

『
五

分
律
』
所
収
の
仏
伝

に
は
乳
糜

供
養

で
な
く
食
事

の
供
養
譚

の
中
に

「須
闍

多
」
が
登
場
す
る
。
ま
た
漢

訳
仏
伝

に
は
、

ス

ジ

ャ
ー

タ

ー

の

訳

語

の

「善

生

」
、

「善

生

村

主

二
女

」

な

ど

の
表

現

も

見

ら

れ

た

。

ま

た

、

『
ラ

リ

タ

・
ヴ

ィ

ス

タ

ラ

』

に

は

、

村

主

の
十

人

の
娘

の

一
人

と

し

て

「バ

ラ

ー

」

が

見

え

、

そ

し

て

『
ブ

ッ
ダ

・
チ

ャ
リ

タ
』
に
は
、
初
め
て

「ナ
ン
ダ
バ
ラ
ー
」

の
名
が
登
場
す
る
。
漢
訳
仏
伝
で
は
そ
れ
が

「難
陀
婆

(波
)
羅
」
と
表
記
さ
れ
、
さ
ら
に

「難
陀
」
「婆
羅
」
の
二
人
と
し
て
描
く
例
も
認
め
ら
れ
た
。
加
え
て
そ
の
訳
語
の

「歓
喜
」
「歓
喜
力
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
呼
称
が

見

ら

れ

た

。

こ
れ
ら

の
名
が
、
乳
糜
供
養
譚

で
な
く
、
菩
薩
の
成
道
前
後
の
供
養
譚

に
登
場
す
る
経
も
あ

っ
た
。
そ
し
て
、

『仏
本
行
集
経
』

の

よ
う

に

「善
生
」
を
女
の
住
む
村

の
名
と
し
て
扱
う
も
の
や
、
『
四
分
律
』

の
よ
う
に

「蘇
闍

羅
」
を
女

の
父
の
名
と
し
て
出
す
例
も



あ
り
、
き
わ
め
て
錯
雑
し
た
伝
承
過
程
を
示
し
て
い
る
。

た
だ
、
説

一
切
有
部
系

の
律
で
は
と
く
に
こ
の
説
話
を
詳
述
す
る
傾
向
が
あ
り
、
例
外
な
く

「歓
喜
」

「歓
喜
力

(喜
力
)」

の
名
で

二
女
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。

次

に
、

「須
闍
多
」
と

「難
陀
婆

(波
)
羅
」
の
先
後
関
係
を
考
え
た
い
。
諸
々
の
仏
伝
経
典
成
立

の
先
後
関
係
は
い
ま
だ
に
決
定

し
な

い
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
パ
ー
リ
文

・
梵
文
の
仏
伝
や
そ
の
漢
訳
に
あ
る

「
ス
ジ

ャ
ー
タ
ー
」
「須
闍
多
」

の
呼
称
が
先
行
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
仮
説
が
立
て
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
「須
闍
多
」
が
乳
糜
を
奉

る
場
面
、
あ
る
い

は
そ
れ
を
思

い
立

つ
場
面
で
、
「歓
喜

の
心
」
を
発
す
と
い
う
表
現
が
諸
書
に
見
ら
れ
る
点

で
あ
る
。
た
と
え
ば

、
『
ニ
ダ
ー
ナ

・
カ

タ
ー
』
で
は
、
ボ
ー
デ

ィ
サ

ッ
タ
が
供
養
を
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
と

い
う
報
告
を
下
女
か
ら
聞

い
て
ス
ジ
ャ
ー
タ
ー
は

「喜
び
満
足

し
」
と
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の

「歓
喜
」
の
語
が
固
有
名
詞
化
し
、
さ
ら
に

『
ラ
リ
タ

・
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』
に
登
場
す
る
善
生
村
の

十
人

の
娘
の

一
人

「バ
ラ
ー
」
の
伝
承
が
混
入
し
、
娘
の
名
が
ナ
ン
ダ
バ
ラ
ー

(歓
喜
)
と
な
る
異
伝
が
成
立
し
た

と
推
測
さ
れ
よ
う
。

四
、
『今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
乳
糜
供
養
譚

我
が
国
に
現
存
す
る
完
結
し
た
最
古
の
仏
伝
は

『今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
所
収
の
説
話
群
で
あ
る
が
、
乳
糜
供
養
譚
は
そ
の
巻
第

一

第
五
話

の
後
半
に
次

の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

太
子
、
又
迦
蘭
仙
ノ
苦
行

ノ
所

ニ
至
給

フ
。
僑
陳
如
等
ノ
五
人
ノ
栖
也
。
其
ヨ
リ
尼
連
禅
河
ノ
側

ニ
至
給
テ
、
坐
禅
修
習
シ
テ

苦
行
シ
給
フ
。
或
日
ハ
一
麻
ヲ
食
シ
、
或
日

ハ
一
米
ヲ
食
シ
、
或

ハ
一
日
乃
至
七
日

ニ
一
ノ
麻
米
ヲ
食

ス
。
橋
陳
如
等
又
苦
行
ヲ

修

シ
、
太
子
ヲ
供
養
シ
奉
テ
其
ノ
側
ヲ
不
離
ズ
。
太
子
思
樣

、
「我
レ
苦
行
ヲ
修

シ
テ
既

ニ
六
年

ニ
満

ヌ
。
未
ダ
道

ヲ
不
得
ズ
。

若

シ
此
ノ
苦
行

二
身
羸

レ
テ
命
ヲ
亡
シ
テ
道

ヲ
不
得

ハ
、
諸

ノ
外
道

ハ
、
餓
テ
死
タ
ル
ト
云
ベ
シ
。
然

レ
バ
、

只
食
ヲ
受
テ
道
ヲ

可
成
」
ト
思

シ
テ
、
座

ヨ
リ
立
テ
尼
連
禅
河

ニ
至
リ
給
フ
。
水

ニ
入
テ
洗
浴
シ
給
フ
。
洗
浴
畢
テ
身
羸

レ
瘠
給

テ
陸

ニ
不
登
得
給

『
今
昔
物
語
集
』
仏
伝
説
話
の

一
齣

一
六

九



一
七

〇

ズ
。
天
神
来
テ
、
樹
ノ
枝

ニ
乗
セ
奉
テ
登
セ
奉
リ
ツ
。
其
河

ニ
大
ナ
ル
樹
有
リ
、
類
離
那
ト
云
フ
℃
其

ノ
樹

ニ
神
有
リ
、
柯

倶
婆

ト
名
ヅ
ク
。
神
、
瓔
珞

荘
嚴
セ
ル
腎
ヲ
以
テ
太
子
ヲ
引
迎

へ
奉

ル
。
太
子
樹
神
ノ
手
ヲ
取
テ
河
ヲ
渡
給
ヌ
。
太
子
彼
ノ
麻
米
ヲ
食

給
ヒ
畢
テ
、
金
ノ
鉢
ヲ
河
ノ
中

ニ
投
入
レ
テ
菩
提
樹

ニ
向
給

ヒ
ヌ
。

彼
ノ
林

ノ
中

ニ
、
壱
人
ノ
秣
牛
ノ
女
有
リ
。
難
陀
波
羅
ト
云
フ
。
浄
居
天
来
テ
勧
メ
テ
云
ク
、
「太
子
此

ノ
林

ノ
中

ニ
来
給
ヌ
。

汝
ヂ
供
養

シ
奉
ベ
シ
」
ト
。
女
此
ヲ
聞
テ
喜
ブ
。
其
時

ニ
、
池

ノ
中

ニ
自
然
ラ
千
葉
ノ
蓮
花
生
タ
リ
。
其
ノ
上

ニ
乳
ノ
麻
米
有
リ
。

女
此
ヲ
見
テ
奇
特
也
ト
思
テ
、
即
チ
此
ノ
麻
米
ヲ
取
テ
、
太
子
ノ
所

ニ
至
テ
礼
拝
シ
テ
此
ヲ
奉
ル
。
太
子
女
ノ
施
ヲ
受
給
テ
、
身

ノ
光
リ

・
気
力
満
給

ヌ
。
五
人
ノ
比
丘
此
ヲ
見
テ
驚
キ
怪
テ
、
「我
等

ハ
此

ノ
施
ヲ
受
テ
ハ
苦
行
退
転
シ
ナ
ム
」
ト
云
テ
、
各
本

所

ニ
返
。
太
子

一
人

ハ
其
ヨ
リ
畢
波
羅
樹
下
ニ
趣
キ
給
ヒ
ニ
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
リ
傳

ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

こ
の
箇
所
の
出
典

・
同
話

・
類
話
を
先
学
の
主
要
諸
註
釈
は
次

の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

(
1
)
 

日
本
古
典
文
学
大
系

『今
昔
物
語
集
』

一

(山
田
孝
雄

他
校
注
)

…

『過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
三
。
異
伝
は

『法
苑
珠

林
』
巻
第
十

一
・
『経
律
異
相
』
巻
第
二
。

(2)
 
講
談
社
学
術
文
庫

『今
昔
物
語
集
』

(
一
)
(国
東
文
麿

訳
注
)
…

『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第

二

・
三
。
『仏
祖
統
記
』

巻
第
二
。
『法
苑
珠
林
』
巻
第
十

一
。
『経
律
異
相
』
巻
四
。

(3)
 
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『今
昔
物
語
集
』

一

(池
上
洵

一

校
注
)

…

『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第

二

・
三
。
『
釈
迦
譜
』

巻
第

一
。
部
分
的
に

『仏
本
行
集
経
』
巻
第

二
十
五
を
参
酌
。

こ
こ
で
、
乳
糜
供
養
譚

の
部
分
の
出
典
を
そ
れ
ぞ
れ

の
経
典

・
仏
書
に
当
た
り
検
証
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
『経

律
異
相
』
巻
四
で

は
苦
行
か
ら
菩
提
樹
下
の
瞑
想
に
至
る
ま
で
が
き
わ
め
て
簡
潔
に
描
か
れ
、
乳
糜
供
養
の
場
面
も

女
聞
天
言
。
即
取
乳
糜
。
盛
滿
金
鉢
。
往
尼
連
水
邊
。
菩
薩
以
神
通
力
。
入
水
洗
欲
。
兜
率
天
子
。
取
天
衣
袈
裟
。
奉
上
菩
薩
。

即
取
著
之
。
住
尼
連
水
邊
。
長
者
女
奉
乳
糜
。
菩
薩
食
之
。
気
力
稍
充
。
往
詣
佛
樹
。

と
あ
る
。
ま
た

『法
苑
珠
林
』
巻
第
十

一

「食
糜
部

第
五
」
で
は
、
ま
ず

『仏
本
行
集
経
』
巻
第
二
十
五
を
引
い
て
菩
薩
が

「善
生



村
主

二
女
」

の
も
と
に
往
き
二
女
か
ら
供
養
さ
れ
た
乳
糜
を
食
し
て
そ
の
器
で
あ
る

「金
鉢
」
を
河
に
擲
ち
菩
提
樹

に
向
か
う
ま
で
の

描
写
が
あ
る
が
、
乳
糜
の
材
料
と
し
た
牛
乳
の
説
明
が
加
わ
り

『経
律
異
相
』
よ
り
詳
し
い
。
さ
ら
に

『法
苑
珠
林
』
は

『住
持
感
応

記
』
を
引
い
て
同
じ
場
面
を
描
く
が
、
こ
こ
で
は
乳
糜
供
養
は

「受
二
女
乳
糜
。
至
菩
提
樹
下
欲
昇
金
剛
壇
」
と
あ

る
の
み
で
、
き
わ

)

め
て
簡
略
で
あ
る
。
ま
た

『釈
迦
譜
』
は
、
「住
尼
連
水
。
長
者
女
奉
乳
糜
稽
首
足
下
。
菩
薩
受
食
知
氣
充
。
」
と

『経
律
異
相
』
に
近

い
表
現
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『経
律
異
相
』
『法
苑
珠
林
』
『釈
迦
譜
』
い
ず
れ
に
も

「女
」
の
名
は
出
な

い
。
『仏
祖
統
記
』
は
十
三
世

紀

の
成
立
で
、
『今
昔
』
以
降

の
書
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
第
二
に
は

「時
彼
林
外
有

一
牧
牛
女

。
名

難
陀
婆
羅

。」
ま
た
割
注
に

「
按

仏

本

行

経

。

善

生

村

主

二
女

。

一
名

難

陀

。

一
名

婆

羅

。
」

と

あ

る

。

一
方
、
『過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
三
の
当
該
箇
所
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ

て
い
る
。

爾
時
太
子
。
調
伏
阿
羅
遷
迦
蘭

二
仙
人
已
。
即
便
前
進
迦
闍
山
苦
行
林
中
。
是
橋
陳
如
等
五
人
所
止
住
處
。
即
於
尼
連
襌
河
側
。

靜
坐
思
惟
。
觀
衆
生
根
。
宜
應

六
年
苦
行
。
而
以
度
之
。
思
惟
是
巳
。
便
修
苦
行
。
於
是
諸
天
。
奉
獻

麻
米
。
太
子
爲
求
正
眞
道

故
。
淨

心
守
戒
。
日
食

一
麻

一
米
。
設
有
乞
者
。
亦
以
施
之

爾
時
橋
陳
如
等
五
人
。
既
見
太
子
。
端
坐
思
惟
。
修
於
苦
行
。
或
日
食

一
麻
。
或
日
食

一
米
。
或
復

二
日
。
乃
至
七
日
。
食

一
麻

米
。
時
僑
陳
如
等
。
亦
修
苦
行
。
供
奉
太
子
。
不
離
其
側
。

(中
略
)

爾
時
太
子
。
心
自
念
言
。
我
今
日
食

一
麻

一
米
。
乃
至
七
日
食

一
麻
米
。
身
形
消
痩
。
有
若
枯
木
。
修
於
苦
行

。
垂
滿
六
年
。
不

得
解
脱
。
故
知
非
道
。
不
如
昔
在
閻
浮
樹
下
。
所
思
惟
法
。
離
欲
寂
靜
。
是
最
眞
正
。
今
我
若
復
以
此
贏
身
。
而
取
道
者
。
彼
諸

外
道
。
當
言
自
餓
是
般
涅
藥
因
。
我
今
雖

復
節
節
有
那
羅
延
力
。
亦
不
以
此
而
取
道
果
。
我
當
受
食
然
後
成
道

。
作
是
念
巳
。
即

從
坐
起
。
至
尼
連
襌
河
。
入
水
洗
浴
。
洗
浴
既
畢
。
身
體
羸
瘠

。
不
能
自
出
。
天
神
來
下
。
爲
按
樹
枝
。
得
攀

出
池
。
時
彼
林
外
。

有

一
牧
牛
女
人
。
名
難
陀
波
羅
。
時
淨
居
天
。
來
下
勸
言
。
太
子
今
者
在
於
林
中
。
汝
可
供
養
。
女
人
聞
巳
。
心
大
歡
喜
。
干
時

地
中
。
自
然
而
生
千
葉
蓮
花
。
花
上
有
乳
糜
。
女
人
見
此
。
生
奇
特
心
。
即
取
乳
糜
。
至
太
子
所
。
頭
面
禮
足
。
而
以
奉
上
。
太

『
今
昔
物

語
集
』
仏
伝
説
話
の

一
齣

一
七

一



一
六

〇

『
今
昔
物
語
集
』
仏
伝
説
話
の

一
齣

-
「ス
ジ

ャ
ー
タ

ー
」
か
ら

「
ナ

ン
ダ

ハ
ラ
」

へ
-

鈴

木

治

子

一
、

は

じ
め

に

仏
伝

の
成
道
を
め
ぐ
る
印
象
的
な

一
場
面
に
、
釈
尊
が
苦
行
で
衰
え
た
体
力
を
牧
牛
女
の
捧
げ
た
乳
粥

(乳
糜
)

で
回
復
さ
せ
、
菩

提
樹

下
の
瞑
想
に
入
る
く
だ
り
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
乳
粥
を
供
養
し
た
娘
の
名
は
、
今
日

「
ス
ジ
ャ
ー
タ
ー
」
と
し
て
広
く
喧
伝

さ
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『今
昔
物
語
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
我
が
国

の
仏
伝
説
話
で
は
、
「難
陀
波
羅

(な
ん
だ
は
ら
)
」
の
名
で

こ
の
娘
が
登
場
す
る
。

本
稿
で
は
、
パ
ー
リ
文
、
梵
文
、
漢
訳
の
諸
仏
伝
お
よ
び
我
が
国
の
仏
伝
文
学

の
中
に
描
か
れ
た
乳
糜
供
養
説
話

の
諸
相
を
た
ど
り
、

二
つ
の
名
が
生
じ
た
背
景
と
、
『今
昔
物
語
集
』
巻
第

一
第
五

「悉
達
太
子
、
於
山
苦
行
語
」
の
原
話
を
追
究
す
る

こ
と
を
目
的
と
す

る

。

二
、

「
ス
ジ

ャ
ー

タ
ー

」

伝

承

の
ひ
ろ
が

り

法
顕
が
イ
ン
ド
巡
拝
を
綴

っ
た

『法
顕
伝
』
の

「伽
耶
城
」
の
場
面
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

又
北
行
二
里
得
彌
家
女
奉
佛
乳
糜
處

。
從
此
北
行

二
里
。
佛
於

一
大
樹
下
石
上
東
向
坐
食
糜

。
樹

石
今
悉
在
。

石
可
廣
長
六
尺
高



二
尺
許
。
(傍
線
筆
者
、
以
下
同
じ
)

こ
れ
に
よ
る
と
法
顕
の
渡
印
し
た
五
世
紀
に
は
、
牧
牛
女
の
乳
糜
供
養
の
場
所
、
お
よ
び
菩
薩
が
そ
の
乳
糜
を
坐
し
て
食
し
た
と
こ
ろ

が

残

っ
て

い
た

と

い
う

。

ま
た
、
『大
唐
西
域
記
』
巻
第
八

「摩
掲
陀
国

上
」
に
は
次
の
よ
う
な

一
節
が
あ
る
。

 

菩
提
樹
垣
外
西
南
翠
堵
波
。
奉

乳
糜

二
牧
女
故
宅
。
其
側
翠
堵
波
。
牧
女
於

此
煮
糜

。
次
此
翠
堵
波
如
來
受
糜
處

也

す
な
わ
ち
、
七
世
紀
の
玄
奘

の
時
代
に
も
こ
の
話
は
喧
伝
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記
述
か
ら
、
乳
糜
を
奉

っ
た
処

の
み
な
ら
ず
、

「二
牧
女
故
宅
」
ま
で
が
仏
跡
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
に
は
牧
牛
女
の
名
は
語
ら
れ

て
い
な
い
。

右

の
二
書
に
記
さ
れ
た
牧
牛
女
の
伝
承
は
き
わ
め
て
息
が
長

い
。
中
村
元
著

『ゴ
ー
タ

マ

・
ブ

ッ
ダ

I
』
(
二
九
六
九
年
初
版
)

に
も

「ネ
ー
ラ
ン
ジ

ャ
ラ
ー
河
を
渡

っ
た
と
こ
ろ
に
、

ス
ジ

ャ
ー
タ
ー
女
の
家
の
跡
と
称
す
る
も
の
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

二
〇
〇
四
年
三
月
に
筆
者
が
当
地
を
訪
れ
た
折
も
、
釈
尊
成
道
の
地
ブ
ダ
ガ
ヤ
の
大
塔
前
に
は
ス
ジ

ャ
ー
タ
ー
の
石
像
が
置
か
れ
、
金

剛
宝
座
か
ら
見
て
尼
連
禅
河

(ネ
ー
ラ
ン
ジ

ャ
ラ
ー
河
)

の
対
岸
に
位
置
す
る
セ
ー
ナ
ー
村
に
は
、
現
在
で
も
こ
の
話
が
伝
承
さ
れ
て

い
た
。
土
地
の
人
々
は
伝
承
を
持

つ
ば
か
り
で
な
く
、

ス
ジ
ャ
ー
タ
ー
の
家
と
称
す
る
遺
跡
を
守

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
人
々
が
語
る

名

は

「
ス
ジ

ャ
ー

タ

ー

」

だ

け

で
あ

っ
て

、

「
ナ

ン
ダ

ハ
ラ

」

の
名

を

知

る
者

は

い
な

か

っ
た

。

こ
の
説
話
は
、
多
く

の
経
典

・
仏
伝
に
認
め
ら
れ
る
。
本
来
、
仏
伝
は
阿
含
経
典
や
律
蔵
に
断
片
的
に
描
か
れ
、
や
が
て
伝
記
を
ま

と
め

る
こ
と
を
本
旨
と
し
た
仏
伝
経
典
が
登
場
し
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
牧
牛
女
話
は
、
古
く
は

『雑
阿
含
経
』
巻
第

二
十
三
に
登
場
す

る
。

こ
の
経

の
当
該
箇
所
は
時
間
軸
に
そ

っ
て
仏
伝
を
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
阿
育
王
建
立

の
仏
塔
を
巡
り
な
が
ら
そ
こ
に
ゆ
か
り

あ
る
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
描
く
体
裁
を
取

っ
て
い
る
。
牧
牛
女
話
は

此
處
二
女
奉

菩
薩
乳
糜

如
偈

所
説

大
聖
於

此
中

受

二
女
乳
糜

從

此
而
起
去

往

詣
菩
提
樹

『
今
昔
物
語
集
』
仏
伝
説
話
の

一
齣

↓
六

一



一
六

二

と
描

か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
女
の
名
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

さ

て
、

「
ス
ジ

ャ

ー

タ

ー

」

の
名

が

見

ら

れ

る

文

献

に

、

ま
ず

パ

ー

リ

語

ジ

ャ
ー

タ

カ

所

収

の

『
ニ
ダ

ー

ナ

・
カ

タ

ー

』

(
因

縁

の
物

語
)
が
あ
る
。
そ
の
乳
糜
供
養
諌
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

そ

の

こ

ろ

、

ウ

ル
ヴ

ェ
ー

ラ

ー

の

セ

ー

ナ

ー

ニ
聚

落

に

、

地

主

セ

ー

ナ

ー

ニ
ー

の
家

に
生

ま

れ

た

ス
ジ

ャ
ー

タ

ー

と

い
う

年

ご

ろ
の
娘
が
お
り
、

一
本
の

ニ
グ

ロ
ー
ダ
樹
に
祈
願
を
か
け
た
。

「も
し
、
わ
た
し
が
同
じ
階
級

の
家

に

〔嫁
い
で
〕
行

っ
て
、
最

初
の
お
な
か
に
男
の
子
が
授
か
り
ま
し
た
ら
、
毎
年
十
万

〔金
〕
を
出
し
て
あ
な
た
に
お
供
え
を
い
た
し
ま
し

ょ
う
」
と
。
か
の

女
の
そ
の
祈
願
は
か
な

っ
た
。
〈偉
大
な
人
〉
が
難
行
を
行
な

っ
て
満
六
年
た

っ
た
ヴ

ィ
サ
ー
ヵ

月
の
満
月
の
日
の
こ
と
だ

っ
た

が
、
か
の
女
は
供
養
祭
を
し
よ
う
と
思
い
立
ち
、
ま
ず
千
頭
の
牝
牛
を
ラ

ッ
テ
ィ
マ
ド
ゥ
カ
の
森
に
追
い
、
そ

の
乳
を
五
百
頭
の

牝
牛
に
飲
ま
せ
た
。
そ
し
て
、
そ

〔の
五
百
頭
〕
の
乳
を
二
百
五
十
頭
に

〔飲
ま
せ
る
〕
と
い
う
ふ
う
に
し
て
、

つ
い
に
は
十
六

頭
の
牝
牛
の
乳
を
八
頭
の
牝
牛
に
飲
ま
せ
、
乳
の
濃
さ
と
甘
さ
と
栄
養
分
と
を
多
く
し
よ
う
と
し
て
、
〈乳
の
回
転
〉
と
い
う

こ

と

を

行

っ
た

。

か

の
女

は

、

ヴ

ィ

サ

ー
ヵ

月

の
満

月

の

日

に

、

朝

早

く

、

「供

養

祭

を

し

ま

し

ょ

う

」

と

、

夜

明

け

と

と

も

に

起

き
出
し
、
か
の
八
頭
の
牝
牛

の
乳
を
し
ぼ
ろ
う
と
し
た
。
べ
つ
に
子
牛
が
牝
牛
の
乳
房
の
し
た

へ
行

っ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
が
、

乳
房
の
し
た
に
新
し
い
容
器
を
差
し
入
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
、
ひ
と
り
で
に
乳
が
ほ
と
ば
し
り
出

て
き
た
。
そ

の
不
思
議
さ
を
見

て
、
ス
ジ

ャ
ー
タ
ー
は
自
分
の
手
で
乳
を
取

っ
て
新
し
い
容
器
に
入
れ
、
手
ず
か
ら
火
を
お
こ
し
て
煮
は
じ
め
た
。

こ
の
よ
う
に
、
詳
細
を
き
わ
め
た
物
語
が
展
開
し
て
い
る
。
右
の
話
に
続
き
、
ス
ジ

ャ
ー
タ
ー
は

「ミ
ル
ク
が
ゆ
」

に

「滋
養
食
」
を

入
れ

、

「黄

金

の
鉢

」

に

盛

っ
て
ボ

ー
デ

イ
サ

ッ
タ

の
手

の
上

に
載

せ

る

、

と

語

ら

れ

る

。

さ

ら

に

続

い

て

、

ボ
ー
デ

イ
サ

ッ
タ
は
坐

っ
て
い
た
場
所
か
ら
立
ち
あ
が
る
と
、
木
の
ま
わ
り
を
右

へ
と
ま
わ

っ
て
、
鉢
を
た
ず
さ
え
て
、
ネ
ー

ラ
ン
ジ

ャ
ラ
ー
河
の
岸
辺
に
行
か
れ
た
-

数
千
の
ボ
ー
デ
ィ
サ

ッ
タ
た
ち
が
さ
と
り
を
ひ
ら
か
れ
る
日
に
お
り
て
行

っ
て
沐
浴
す

る
場
所
は
、
ス
ッ
パ
テ
イ
ッ
テ
イ
タ
沐
浴
場
と
い
う

の
で
あ
る
が
-

そ
の
岸
辺
に
鉢
を
置
い
て
、
お
り
て
行

っ
て
沐
浴
し
、
数
十

万
の
仏
た
ち
の
衣
服
で
あ
る

〈聖
者
の
標
章
〉
を
身
に
ま
と
い
、
東
方
に
向
か

っ
て
坐
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
煮

つ
め
ら
れ
た
蜜
入



り
の
ミ
ル
ク
が
ゆ
を
、
タ
ー
ラ
樹
の
ひ
と
つ
だ
ね
の
実
ほ
ど
の
大
き
さ
の
四
十
九
個
の
団
子
に
し
て
、
残
ら
ず
食
べ
ら
れ
た
。
か

れ
は
仏
と
な

っ
て
七
週
間

〈さ
と
り
の
座
〉

で
過
ご
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
ま
さ
し
く
四
十
九
日
の
食
物
な
の
で
あ
る
。

(中
略
)

と
こ
ろ
で
、
そ
の
ミ
ル
ク
が
ゆ
を
食
べ
お
わ
る
と
、
黄
金

の
鉢
を
手
に
し
、

「も
し
、
わ
た
し
が
今

日
仏
と
な
る
こ
と
が
で
き

る
な
ら
ば
、
こ
の
鉢
は
流
れ
に
逆
ら

っ
て
行
け
。
も
し
、
で
き
な
い
の
な
ら
、
流
れ
に
従

っ
て
行
け
」
と
言

っ
て
投
げ
ら
れ
た
。

と
乳
糜
供
養
話
は
結
ば
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
阿
含
経
典
と
は
異
な
り
、
独
立
し
た
仏
伝
に
は
成
道
前
話
が
豊
か
な
物
語
性
を
付
与
さ

れ
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
。

次

に
梵
文
の
仏
伝
を
見
て
み
よ
う
。
律
蔵
か
ら
発
展
し
た
と
さ
れ
る

『
マ
ハ
ー

・
ヴ

ァ
ス
ト
ゥ
』
に
は
、
前
世
に
菩
薩
の
母
で
あ

っ

た

ス
ジ

ャ
ー
タ
ー
が
ウ
ル
ヴ

ィ
ル
ヴ

ァ
ー
で
乳
粥
を
供
養
す
る
話
が
載
る
。
同
じ
く
梵
文
の
仏
伝
で
あ
る

『ラ
リ
タ

・
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』

で
は
、
ウ
ル
ヴ
ィ
ル
ヴ

ァ
ー
の
ナ
ン
デ
ィ
カ
村

の
村
長
の
十
人
の
若
い
娘
が
菩
薩
に
奉
仕
し
、
そ
の

一
人
ス
ジ
ャ
ー
タ
ー
は

千
頭
の
雌
牛
か
ら
乳
を
搾
り
、
そ
れ
か
ら
七
回
繰
り
返
し
て
、
最
も
純
粋
な
ク
リ
ー
ム
を
取
り
出
し
、

つ
い
で
こ
の
ク
リ
ー
ム
と

最
も
新
鮮
な
最
も
新
し
い
米
と
を
、
新
し
い
焼
物
の
壼
に
注
ぎ
入
れ
、
新
し
い
竈

の
上
に
置
い
て
、
料
理
を
作

っ
た
。
(中
略
)

村
長
の
娘

ス
ジ
ャ
ー
タ
は
蜂
蜜
入
り
の
乳
粥
を
黄
金
の
鉢
に
満
た
し
て
菩
薩

に
捧
げ
た

(中
略
)。

こ
の
賢

い
ス
ジ

ャ
ー
タ
は
食
べ
物
を
黄
金
の
器
に
入
れ
て
捧
げ
、
か
の
ボ
サ
ツ
の
足
を
頂

い
て
礼
拝
し
て
か
ら
、
喜
び
に
満
ち

て
ボ
サ
ツ
に
向
か

っ
て
言

っ
た
。
私
の
た
め
に
ど
う
か
こ
の
食
べ
物
を
お
食
べ
く
だ
さ

い
、
お
お
、
衆
生
の
御
者
で
あ
ら
れ
ま
す

方

よ

。
必
要
な
だ
け
こ
の
食

べ
物
を
食

べ
ら
れ
た
後
で
、
こ
の
賢
者
は
器
を
水
の
中
に
投
げ
入
れ
ら
れ
た
。

と

あ

り

、

『
ニ
ダ

ー

ナ

・
カ

タ

ー

』

と

は
ま

た

異

な

っ
た

伝

承

を

詳

細

に
記

し

て

い
る

。

次
に
漢
訳
経
典
で
は
、
『
ラ
リ
タ

・
ヴ

ィ
ス
タ
ラ
』
を
原
典
と
す
る
仏
伝
経
典

『普
曜
経
』
巻
第
五
に

「時
修
舎
慢
加
村
落
長
者
女
。

與

諸
梵
志

奉

美
乳
糜

。」
さ
ら
に
偈
の
中
で

「修
舎
女
奉

食

金
鉢
盛

乳
糜

こ

と
あ
り
、
ス
ジ
ャ
ー
タ
ー
の
音
写
と
し
て

「修

『
今
昔
物

語
集
』
仏
伝
説
話
の

一
齣

一
六

三



一
六
四

舎
女
」
の
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
律
に
も

「須
闍

陀
」
の
名
は
登
場
す
る
。
『
五
分
律
』
巻
第
十
五
に
は
、

起
到
欝
韓
羅
斯
那
聚
落
入
村
乞
食
。
次
到
斯
那
婆
羅
門
舎
。
於
門
外
黙
然
立

彼
女
須
闍
陀
。
見
佛
威
相
殊
妙
。
前
取
佛
鉢
盛
満

美
食
以
奉
世
尊
。
佛
受
食
巳
語
前
。
汝
可
歸
依
佛
歸

依
法
。
即
受
二
自
歸

。
是
爲
女
人
中
須
闍
陀
最
初
受
二
自
歸

爲
優
婆
夷

佛

食
巳
復
還
菩
提
樹
下
。
結
跏
趺

坐
三
昧
七
日
受
解
脱
樂
。

の

一
節
が
見
え
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
、
菩
提
樹
下
の
成
道
前
の
乳
糜
供
養
の
話
で
は
な
く
、
成
道
の
後
七
日
経
て
欝
稗
羅
斯
那
聚
落

で
世
尊
が
村
の
娘

「須
闍

陀
」
よ
り
美
食
を
供
養
さ
れ
、
娘
に
二
自
帰
を
授
け
優
婆
夷
と
さ
せ
る
話
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
『
マ
ハ
ー

・
ヴ

ァ
ス
ト
ゥ
』
と
同
系
の

一
異
本

の
訳
と
さ
れ
る

『仏
本
行
集
経
』
巻
第

二
十
四
に
も

「
須
闍
多
」
の
名
が

登
場
す
る
。

到

一
村
主
長
者
之
家
。
然
其
長
者
。
名
難
提
迦
隋
言
自
喜
至
彼
家
巳
。
却
立

一
面
。
默
然
而
住
。
其
難
提
迦
。
自
喜
村
主
有

一
善
女
。

名
須
闍
多
隋
言
善
生

彼
女
端
正
。
可
喜
無
雙
。
爲
諸
世
人
之
所
樂
見
。
其
善
生
女
遙
見
菩
薩
手
持
瓦
器
默
然
立
住
欲
乞
求
食
。
善
生
見

已
。
從
其

二
乳
。
自
然
汁
出
。
時
善
生
女
。
問
菩
薩
言
。
最
勝
仁
者
。
仁
是
誰
子
。
是
何
種
姓
。
名
字
云
何
。

父
母
何
處
。
今
欲

何
求
。
仁
者
云
何
。
有
何
神
異
。
今
我

一
見
。
使
我
兩
乳
汁
自
然
流

し
か

し
、
こ
の

一
節
も
乳
糜
供
養
譚

で
は
な
く
、
乞
食
に
訪
れ
た
菩
薩
の
姿
を
見
て

「須
闍
多

(善
生
)」

の
乳
よ
り
自
然
に
乳
汁
が

流
れ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
は
、
ス
ジ

ャ
ー
タ
ー
の
音
訳

「須
闍
多
」
と
意
訳

「善
生
」
の
双
方
を
用

い
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
『仏
本
行
集
経
』
で
は
、
巻
第
二
十
五
に

「善
生
村
主
の
二
女
」
に
よ
る
乳
糜
供
養
譚

が
語
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
次
章

で
言
及
し
た
い
。

ま

た

、

乳
糜

供

養
譚

に

ス
ジ

ャ

ー

タ

ー

の
意

訳

の

「
善

生

」

の
名

が

現

わ

れ

る

の
は

、

『
ラ

リ

タ

・
ヴ

ィ

ス
タ

ラ

』

の
漢

訳

で

『
普

曜
経
』
の
異
訳
と
さ
れ
る

『方
広
大
荘
厳
経
』
で
あ
る
。

時
善
生
女
即
以

金
鉢

盛
滿

乳
糜

持
以
奉
獻
菩
薩
受
已
作

是
思
惟

。
食
二此
乳
糜

必
定
得

成

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提

。



復
告

善
生

。
我
若
食
已
如

是
金
鉢
當

付

與
誰

。
善
生
女
言
。
願
以

此
鉢

奉

上
尊
者
隨

意
所
用
。

こ

の

よ

う

に

、

ス
ジ

ャ

ー

タ

ー

/

須
闍

多

(
須
闍

陀

)

/

善

生

の
名

は

、

『
ニ
ダ

ー

ナ

・
カ

タ

ー

』

を

は

じ

め

と

す

る

パ

ー

リ

仏

伝

・
梵
文
仏
伝
ば
か
り
で
な
く
、
漢
訳
仏
伝
経
典
等
に
も
数
例
認
め
ら
れ
た
。
し
か
も
、
乳
糜

供
養
譚

で
は
な
く
成
道
前
後
の
別
の
説

話
と

し
て

「須
闍
多
」
の
登
場
す
る
異
伝
の
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

三
、

「
ス
ジ

ャ
ー
タ

ー

」
か

ら

「
ナ

ン
ダ

ハ
ラ
」

へ

さ

て

、

牧

牛

女

の
名

称

は

、

前

述

し

た

「
ス
ジ

ャ
ー

タ

ー

」

(
須
闍

多

)

の
他

に

ー
ナ

ン
ダ

ハ
ラ

(
ナ

ン
ダ

バ

ラ

ー

)
」

(難

陀

婆

羅

)

と
伝
承
さ
れ
た
例
が
あ
る
。

ま
ず
、
先
述
し
た

『
ラ
リ
タ

・
ヴ

ィ
ス
タ
ラ
』
で
は
、
乳
糜
供
養
の
主
体
は
ス
ジ

ャ
ー
タ
ー
と
す
る
が
、
共
に
菩
薩

へ
の
奉
仕
者
と

し
て
登
場
す
る
ウ

ル
ヴ

ィ
ル
ヴ

ァ
ー
村
の
村
長
の
十
人
の
娘

の
最
初
に

「バ
ラ
ー
」
の
名
が
出
る
。
ま
た
、
二
世
紀

に
馬
鳴
の
著
し
た

『ブ

ッ
ダ

・
チ
ャ
リ
タ
』
に
は
牛
飼

い
の
長
の
娘
と
し
て
ナ
ン
ダ
バ
ラ
ー
が
登
場
し
、
そ
の
漢
訳
で
あ
る

『仏
所
行
讃
』
巻
第
三
に
は

時
彼
山
林
側

有

一
牧
牛
長

長
女
名

難
陀

浄
居
天
來
告

菩
薩
在

林
中

汝
應

往
供
養

難
陀
婆
羅
闍
歡

喜
到

二其
所

手
貫

白
珂
釧

身
服

青
染
衣

青
白
相
映
發

如

水
淨
沈
漫

信
心
増
踴

躍

稽

首
菩
薩
足

敬

奉
香

乳
糜

惟
垂

哀
愍

受

菩
薩
受
而
食

「難

陀
」
お
よ
び

「難
陀
婆
羅
闍

」
と
出
る
。
そ
し
て
代
表
的
な
仏
伝
経
典
で
あ
る

『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第

三
に
は

「有

一
牧

牛
女

人

。
名

難
陀
波
羅
」

と
あ
る
。

こ

の
他
に
、
乳
糜
供
養
の
主
人
公
の
女
を
二
人
と
す
る
伝
承
も
あ
る
。
ま
ず
、
『根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事

』
巻
第
二
十
に
は

「於

難
陀
難
陀
力
二
牧
牛
女
所
。
食
十
六
倍
上
妙
乳
糜

」
と
二
人
の
女
が
登
場
す
る
。
同
じ
く
、
『
仏
本
行
集
経
』
巻
第
二
十
五

ー精

進
苦
行
品

第
二
十
九
下
」
に
は

「軍
將
斯
那
耶
那
婆
羅
門
家
」

の
二
人
の
娘
と
し
て

「難
陀
隋
言
喜」

「婆
羅
隋
言
力」

の
名
が
見
え
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
仏
伝
説
話
の

一
餉

一
六

五



一
六
六

と
こ
ろ
が
、
こ
の
箇
所
で
は
乳
糜

供
養
譚

は
語
ら
れ
ず
、
二
女
が
菩
薩

の
身
に
酥
油
を
塗
り
、
羊
乳
を
供
養
す
る
話

と
な

っ
て
い
る
。

た
だ

、
こ
れ
に
続
く

「向
菩
提
樹
品

第

三
十
上
」
に
は
、
「善
生
村
主
二
女
」
に
よ
る
乳
糜
供
養
譚

が
語
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
経

典
巻
第

四
十
で
は
、
成
道
後
の
遊
行
説
法

の
場
面
に
も

「兵
將
大
婆
羅
門
」

の
二
女
と
し
て

「難
陀
」

「波
羅
」
の

二
人
の
名
が
見
え

)
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
経
に
は
多
様
な
名
が
登
場
し
、
ま
さ
に
経
の
集
成
と
し
て
の
性
格
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
チ
ベ

ッ
ト
系
の
仏
伝

『衆
許
摩
訶
帝
経
』
巻
第
六
で
は
、
女
の
名
が

「難
那
」
「難
那
末
羅
」
と
な

っ
て

い
る
。

こ
の
他
、
本
生
経
典
に
も

「難
陀
」
「難
陀
波
羅
」
の
二
女
が
登
場
す
る
。
『出
曜
経
』
巻
第
十
四
に
は
、

復
次
菩
薩
從
苦
行
起
。
難
陀
難
陀
波
羅
二
女
。
以
蘇
麻
油
塗
菩
薩
身
。
諸
女
天
身
極
自
柔
軟
状
如
天
女
。

と
あ

り
、
『
中
本
起
経
』
巻
上
で
は

梵
志
二
女
。
長
名
難
陀
。
次
名
難
陀
波
羅
。
見
光
喜
悦
。
尋
詣
佛
所
。
禮
拝
請
佛
。
如
來
昇
堂
。
教
授

二
女
。
歸
命
三
尊
。
授
五

戒

巳

。

と
、

い
ず
れ
も
二
人
と
し
て
扱
う
が
、
前
者
は

「蘇
麻
油
」
を
菩
薩
の
身
体
に
塗
る
話
が
描
か
れ
、
後
者
は
二
人
が
釈
尊
か
ら
受
戒
す

る
話

で
あ
り
、
こ
こ
に
も
乳
魔
糜供
養
の
話
題
は
な
い
。

一
方
、
「難
陀
婆

(波
)
羅
」

の
意
訳
で
あ
る

「歓
喜
」
「歓
喜
力
」
等

の
名
称
を
用
い
て
い
る
経
典
も
あ
る
。
『
仏
本
行
経
』
巻
第

三
に
は至

他
閑
處

於

是
便
受

喜
悦
喜
力

二
女
乳
糜

甘
露
之
施

即
便
行

詣

微
妙
道
樹

と

、

「喜

悦

」

「
喜

力

」

と

意

訳

し

た

名

で

二
女

が

登

場

す

る

。

ま
た
、
説

一
切
有
部
系
の

『根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
』
巻
第
十
八
で
は

「歓
喜
」
「喜
力
」
の
二
人
が
、
さ
ら

に
同

『根
本
説

切
有
部
芯
芻

尼
毘
奈
耶
』
巻
第

一
、
同
巻
第
八
、
『
根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
出
家
事
』
巻
第

二
、
『根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
破
僧

)事
』
巻
第
五
で
は
、
「
歡
喜
」
「
歡
喜
力
」
が
登
場
す
る
。
中
で
も
、
き
わ
め
て
詳
細
な
仏
伝
を
収
め
て
い
る

『
破
僧
事
』
で
は
、
次
の

よ
う
に
こ
の
説
話
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。



菩
薩
爾
時
。
漸
加
飮
食
身
力
強
健
。
即
往
西
那
延
村
唐
言
會
軍
村
也

彼
有
村
主
。
名
爲
軍
將
。
將
有

二
女
。
十
名
歡

喜
。
二

名
歡
喜
力

時
此
二
女
先
聞
。
雪
山
南
傍
掠
伽
河
側
。
劫
比
羅
仙
住
處

不
遠
。
劫
比
羅
城
釋
迦
種
中
生

一
太
子
。
端
正
具
足
衆
相
圓
滿

。

一
切

衆
生
見
者
喜
悦
。
相
師
占
云
。
此
兒
若
紹
王
位
當
得
轉
輪
王
。
此
女
聞
巳
。
於
十

二
年
中
常
守
貞
潔
。
人
間
常
法
。
若
有
女
人
。

能
守
貞
潔
滿

十
二
年
者
。
即
合
與
轉
輪
王
爲
妃
。
故
彼
二
女
。
於
十

二
年
内
不
犯
十
惡
。
滿
十
二
年
訖

作
是
思
念
。
我
今
於
十
二

年
中
作
清
淨

行
訖
。
應

以
十
六
轉
乳
粥
供
養
苦
行
仙
人
。
所
謂
十
六
轉
者
。

一
千
牛
乳
飮

一
千
牛
。
復
以

一
千
飮

五
百
。
復
以
五

百
飮

五
百
。
復
以
五
百
飮

二
百
五
十
。
復
以
二
百
五
十
飮

二
百
五
十
。
復
以

二
百
五
十
飮

二
百
二
十
五
。
復
以

一
百
二
十
五
飮

一

百
二
十
五
。
復
以

一
百
二
十
五
飮
六
十
四
。
復
以
六
十
四
飮
六
十
四
。
復
以
六
十
四
飮

三
十
二
。
復
以
三
十
二
飮
三
十
二
。
復
以

三
十
二
飮
十
六
。
復
以
十
六
飮
十
六
。
復
以
十
六
飮

八
。
復
以
八
飮
八
。
復
以
八
飮

四
。
作
是
念
已
。
即
取
此
乳
頗
璃
器
中
煮
爲

粁弓

こ
の
よ
う
に
し
て
煮
た
上
質

の
乳
粥
を

「歓
喜
」
「歓
喜
力
」
の
二
女
は
、
梵
天

・
浄
居
天

・
帝
釈
天
の
勧
め
に
よ

っ
て
、
体
力
を
消

耗
し
た
菩
薩
に
施
す
の
で
あ
る
。

當
煮
之
時
。
淨
居
諸
天
。
觀
見
菩
薩
食
此
粥
巳
即
成
菩
提
道
。
我
等
應

當
助
其
威
力
。
即
將
上
藥
速
得
力
者
。
置
乳
器
中
井
衞
護

之
。
當
時
粥
現
種
種
輪
相
。
時
有

一
外
道
。
名
日
近
行
。
來
見
此
粥
有
種
種
相
。
作
是
念
云
。
食
此
粥
者
必
證
無
上
智
慧
。
我
應

乞
取
喫
之
。
念
已
便
去
。
粥
既
熟
巳
。
時
彼
外
道
却
來
告

二
女
日
。
我
從
遠
來
甚
大
飢
乏
。
今
此
乳
粥
可
分
施
我
。
二
女
報
曰
。

我
不
與
汝
。
默

然
而
去
。
時
二
女
人
。
從
頗
梨
器
中
。
潟
其
乳
粥
於
寳
鉢
中
。
天
帝
釋

來
立
二
女
前
。
梵
天
淨

居
天
等
以
此
遥
立
。

時
彼
二
女
。
既
見
帝
釋
在
前
而
立
。
即
捧
其
乳
鉢
施
與
帝
釋

。
帝
釋

報
曰
。
施
勝
我
者
。
二
女
問
日
。
今
誰
勝

汝
。
答
曰
。
彼
梵

天
王
。
爾
時

二
女
。
復
持
其
乳
施
梵
天
王
。
梵
天
王
報
曰
。
施
勝
我
者
。
問
曰
。
誰
勝
於
汝
。
答
曰
。
彼
淨

居
天
。
時
此
女
人
。

復
以
乳
鉢
捧
淨

居
天
。
淨

居
天
報
曰
。
施
勝
我
者
。
又
復
問
曰
。
誰
勝
於
汝
。
答
曰
。
彼
菩
薩
今
見
在
尼
連
襌

河
洗
浴
。
爲
無
力

故
不
能
得
出
。
彼
人
勝
我
。
汝
當
施
與
。
時

二
女
人
。
即
持
其
乳
粥
往
尼
連
襌

河
。
將
施
菩
薩
。
爾
時
河
岸
有

女
樹
神
。
見
菩
薩

虚
羸

不
能
上
岸
。
即
從
樹
出
半
身
展
手
欲
接
菩
薩
。
菩
薩
問
曰
。
汝
是
何
身
。
樹
神
答
曰
。
我
是
女
人
。
菩
薩

報
曰
。
我
不
能
觸

『
今
昔
物
語
集
』
仏
伝
説
話
の

一
齣

一
六

七



一
六

八

汝
。
可
爲
我
低

一
樹
枝
。
我
欲
攀

出
。
時
彼
樹
神
即
低
樹
枝
。
菩
薩
攀

而
得
出
。
便
著
衣
服
在
於
河
岸
樹
下
而
坐
。
時
二
女
人
便

持
粥
至
。
曲
躬
恭
敬
奉
施
菩
薩
。
菩
薩
以
自
他
利
故
。
便
受
其
粥
。
又
便
問
曰
。
兼
此
寳
器
總
能
施
不
。
二
女
答
曰
。
聖
者
。
今

總
奉
施
。
菩
薩
爾
時
即
喫
其
粥
。
洗
其
寳
鉢
擲
尼
連
河
中
。

こ
こ
で
は
、
釈
尊
の
出
自
か
ら
説
き
起

こ
し
、
二
女
が

「十
六
轉
」
の
乳
粥
を
供
養
す
る
必
然
性
を
は
じ
め
、
千
頭

分
の
牛
の
乳
を
濃

縮
し
た

「十
六
轉
」

の
乳

の
意
味
を
具
体
的
に
説
明
す
る
。
続

い
て

「近
行
」
と
い
う
外
道
が
乳
粥
の
意
味
を
説
く
。
次
に
、
帝
釈

天

・
浄
居
天

・
梵
天
が
登
場
し
、
そ
れ
ら
の
諸
天
を
超
え
て
勝
れ
た
存
在

で
あ
る
菩
薩
に
乳
粥
供
養
を
勧
め
る
。
こ

の
よ
う
に
、
本
経

で
は
乳
糜

供
養
譚

の
も

っ
と
も
増
幅
し
た
変
容
が
認
め
ら
れ
る
。

有
部
系
の
律
で
広
汎
な
仏
伝
を
描
い
た

の
が

『破
僧
事
』
で
あ
る
と
す
る
と
、

一
方
、
仏
伝
経
典
で
多
様
な
伝
承

を
詳
細
に
描

い
て

い
る

の
は
、
先
述
し
た

『仏
本
行
集
経
』
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
こ
に
も

『破
僧
事
』
の

「十
六
轉
乳
粥
」
と
近
似

し
た

「十
六
分
妙

好
乳
糜

」
を
作
る
過
程
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

以
上
を
整
理
す
る
と
、
阿
含
経
典
に
は
牧
牛
女
の
名
は
語
ら
れ
な

い
が
、
『
ニ
ダ
ー
ナ

・
カ
タ
ー
』
等

の
パ
ー
リ
仏
伝
、
『
マ
ハ
ー

・

ヴ

ァ

ス

ト

ゥ

』

『
ラ

リ

タ

・
ヴ

ィ

ス
タ

ラ

』

等

の
梵

文

の
仏

伝

で

は

「
ス
ジ

ャ
ー

タ

ー

」
、

そ

の
漢

訳

の

『
普

曜

経

』

に

は

「修

舎

女

」
、

『
五

分
律
』
所
収
の
仏
伝

に
は
乳
糜

供
養

で
な
く
食
事

の
供
養
譚

の
中
に

「須
闍

多
」
が
登
場
す
る
。
ま
た
漢

訳
仏
伝

に
は
、

ス

ジ

ャ
ー

タ

ー

の

訳

語

の

「善

生

」
、

「善

生

村

主

二
女

」

な

ど

の
表

現

も

見

ら

れ

た

。

ま

た

、

『
ラ

リ

タ

・
ヴ

ィ

ス

タ

ラ

』

に

は

、

村

主

の
十

人

の
娘

の

一
人

と

し

て

「バ

ラ

ー

」

が

見

え

、

そ

し

て

『
ブ

ッ
ダ

・
チ

ャ
リ

タ
』
に
は
、
初
め
て

「ナ
ン
ダ
バ
ラ
ー
」

の
名
が
登
場
す
る
。
漢
訳
仏
伝
で
は
そ
れ
が

「難
陀
婆

(波
)
羅
」
と
表
記
さ
れ
、
さ
ら
に

「難
陀
」
「婆
羅
」
の
二
人
と
し
て
描
く
例
も
認
め
ら
れ
た
。
加
え
て
そ
の
訳
語
の

「歓
喜
」
「歓
喜
力
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
呼
称
が

見

ら

れ

た

。

こ
れ
ら

の
名
が
、
乳
糜
供
養
譚

で
な
く
、
菩
薩
の
成
道
前
後
の
供
養
譚

に
登
場
す
る
経
も
あ

っ
た
。
そ
し
て
、

『仏
本
行
集
経
』

の

よ
う

に

「善
生
」
を
女
の
住
む
村

の
名
と
し
て
扱
う
も
の
や
、
『
四
分
律
』

の
よ
う
に

「蘇
闍

羅
」
を
女

の
父
の
名
と
し
て
出
す
例
も



あ
り
、
き
わ
め
て
錯
雑
し
た
伝
承
過
程
を
示
し
て
い
る
。

た
だ
、
説

一
切
有
部
系

の
律
で
は
と
く
に
こ
の
説
話
を
詳
述
す
る
傾
向
が
あ
り
、
例
外
な
く

「歓
喜
」

「歓
喜
力

(喜
力
)」

の
名
で

二
女
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。

次

に
、

「須
闍
多
」
と

「難
陀
婆

(波
)
羅
」
の
先
後
関
係
を
考
え
た
い
。
諸
々
の
仏
伝
経
典
成
立

の
先
後
関
係
は
い
ま
だ
に
決
定

し
な

い
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
パ
ー
リ
文

・
梵
文
の
仏
伝
や
そ
の
漢
訳
に
あ
る

「
ス
ジ

ャ
ー
タ
ー
」
「須
闍
多
」

の
呼
称
が
先
行
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
仮
説
が
立
て
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
「須
闍
多
」
が
乳
糜
を
奉

る
場
面
、
あ
る
い

は
そ
れ
を
思

い
立

つ
場
面
で
、
「歓
喜

の
心
」
を
発
す
と
い
う
表
現
が
諸
書
に
見
ら
れ
る
点

で
あ
る
。
た
と
え
ば

、
『
ニ
ダ
ー
ナ

・
カ

タ
ー
』
で
は
、
ボ
ー
デ

ィ
サ

ッ
タ
が
供
養
を
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
と

い
う
報
告
を
下
女
か
ら
聞

い
て
ス
ジ
ャ
ー
タ
ー
は

「喜
び
満
足

し
」
と
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の

「歓
喜
」
の
語
が
固
有
名
詞
化
し
、
さ
ら
に

『
ラ
リ
タ

・
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』
に
登
場
す
る
善
生
村
の

十
人

の
娘
の

一
人

「バ
ラ
ー
」
の
伝
承
が
混
入
し
、
娘
の
名
が
ナ
ン
ダ
バ
ラ
ー

(歓
喜
)
と
な
る
異
伝
が
成
立
し
た

と
推
測
さ
れ
よ
う
。

四
、
『今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
乳
糜
供
養
譚

我
が
国
に
現
存
す
る
完
結
し
た
最
古
の
仏
伝
は

『今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
所
収
の
説
話
群
で
あ
る
が
、
乳
糜
供
養
譚
は
そ
の
巻
第

一

第
五
話

の
後
半
に
次

の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

太
子
、
又
迦
蘭
仙
ノ
苦
行

ノ
所

ニ
至
給

フ
。
僑
陳
如
等
ノ
五
人
ノ
栖
也
。
其
ヨ
リ
尼
連
禅
河
ノ
側

ニ
至
給
テ
、
坐
禅
修
習
シ
テ

苦
行
シ
給
フ
。
或
日
ハ
一
麻
ヲ
食
シ
、
或
日

ハ
一
米
ヲ
食
シ
、
或

ハ
一
日
乃
至
七
日

ニ
一
ノ
麻
米
ヲ
食

ス
。
橋
陳
如
等
又
苦
行
ヲ

修

シ
、
太
子
ヲ
供
養
シ
奉
テ
其
ノ
側
ヲ
不
離
ズ
。
太
子
思
樣

、
「我
レ
苦
行
ヲ
修

シ
テ
既

ニ
六
年

ニ
満

ヌ
。
未
ダ
道

ヲ
不
得
ズ
。

若

シ
此
ノ
苦
行

二
身
羸

レ
テ
命
ヲ
亡
シ
テ
道

ヲ
不
得

ハ
、
諸

ノ
外
道

ハ
、
餓
テ
死
タ
ル
ト
云
ベ
シ
。
然

レ
バ
、

只
食
ヲ
受
テ
道
ヲ

可
成
」
ト
思

シ
テ
、
座

ヨ
リ
立
テ
尼
連
禅
河

ニ
至
リ
給
フ
。
水

ニ
入
テ
洗
浴
シ
給
フ
。
洗
浴
畢
テ
身
羸

レ
瘠
給

テ
陸

ニ
不
登
得
給

『
今
昔
物
語
集
』
仏
伝
説
話
の

一
齣
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一
七

〇

ズ
。
天
神
来
テ
、
樹
ノ
枝

ニ
乗
セ
奉
テ
登
セ
奉
リ
ツ
。
其
河

ニ
大
ナ
ル
樹
有
リ
、
類
離
那
ト
云
フ
℃
其

ノ
樹

ニ
神
有
リ
、
柯

倶
婆

ト
名
ヅ
ク
。
神
、
瓔
珞

荘
嚴
セ
ル
腎
ヲ
以
テ
太
子
ヲ
引
迎

へ
奉

ル
。
太
子
樹
神
ノ
手
ヲ
取
テ
河
ヲ
渡
給
ヌ
。
太
子
彼
ノ
麻
米
ヲ
食

給
ヒ
畢
テ
、
金
ノ
鉢
ヲ
河
ノ
中

ニ
投
入
レ
テ
菩
提
樹

ニ
向
給

ヒ
ヌ
。

彼
ノ
林

ノ
中

ニ
、
壱
人
ノ
秣
牛
ノ
女
有
リ
。
難
陀
波
羅
ト
云
フ
。
浄
居
天
来
テ
勧
メ
テ
云
ク
、
「太
子
此

ノ
林

ノ
中

ニ
来
給
ヌ
。

汝
ヂ
供
養

シ
奉
ベ
シ
」
ト
。
女
此
ヲ
聞
テ
喜
ブ
。
其
時

ニ
、
池

ノ
中

ニ
自
然
ラ
千
葉
ノ
蓮
花
生
タ
リ
。
其
ノ
上

ニ
乳
ノ
麻
米
有
リ
。

女
此
ヲ
見
テ
奇
特
也
ト
思
テ
、
即
チ
此
ノ
麻
米
ヲ
取
テ
、
太
子
ノ
所

ニ
至
テ
礼
拝
シ
テ
此
ヲ
奉
ル
。
太
子
女
ノ
施
ヲ
受
給
テ
、
身

ノ
光
リ

・
気
力
満
給

ヌ
。
五
人
ノ
比
丘
此
ヲ
見
テ
驚
キ
怪
テ
、
「我
等

ハ
此

ノ
施
ヲ
受
テ
ハ
苦
行
退
転
シ
ナ
ム
」
ト
云
テ
、
各
本

所

ニ
返
。
太
子

一
人

ハ
其
ヨ
リ
畢
波
羅
樹
下
ニ
趣
キ
給
ヒ
ニ
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
リ
傳

ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

こ
の
箇
所
の
出
典

・
同
話

・
類
話
を
先
学
の
主
要
諸
註
釈
は
次

の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

(
1
)
 

日
本
古
典
文
学
大
系

『今
昔
物
語
集
』

一

(山
田
孝
雄

他
校
注
)

…

『過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
三
。
異
伝
は

『法
苑
珠

林
』
巻
第
十

一
・
『経
律
異
相
』
巻
第
二
。

(2)
 
講
談
社
学
術
文
庫

『今
昔
物
語
集
』

(
一
)
(国
東
文
麿

訳
注
)
…

『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第

二

・
三
。
『仏
祖
統
記
』

巻
第
二
。
『法
苑
珠
林
』
巻
第
十

一
。
『経
律
異
相
』
巻
四
。

(3)
 
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『今
昔
物
語
集
』

一

(池
上
洵

一

校
注
)

…

『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第

二

・
三
。
『
釈
迦
譜
』

巻
第

一
。
部
分
的
に

『仏
本
行
集
経
』
巻
第

二
十
五
を
参
酌
。

こ
こ
で
、
乳
糜
供
養
譚

の
部
分
の
出
典
を
そ
れ
ぞ
れ

の
経
典

・
仏
書
に
当
た
り
検
証
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
『経

律
異
相
』
巻
四
で

は
苦
行
か
ら
菩
提
樹
下
の
瞑
想
に
至
る
ま
で
が
き
わ
め
て
簡
潔
に
描
か
れ
、
乳
糜
供
養
の
場
面
も

女
聞
天
言
。
即
取
乳
糜
。
盛
滿
金
鉢
。
往
尼
連
水
邊
。
菩
薩
以
神
通
力
。
入
水
洗
欲
。
兜
率
天
子
。
取
天
衣
袈
裟
。
奉
上
菩
薩
。

即
取
著
之
。
住
尼
連
水
邊
。
長
者
女
奉
乳
糜
。
菩
薩
食
之
。
気
力
稍
充
。
往
詣
佛
樹
。

と
あ
る
。
ま
た

『法
苑
珠
林
』
巻
第
十

一

「食
糜
部

第
五
」
で
は
、
ま
ず

『仏
本
行
集
経
』
巻
第
二
十
五
を
引
い
て
菩
薩
が

「善
生



村
主

二
女
」

の
も
と
に
往
き
二
女
か
ら
供
養
さ
れ
た
乳
糜
を
食
し
て
そ
の
器
で
あ
る

「金
鉢
」
を
河
に
擲
ち
菩
提
樹

に
向
か
う
ま
で
の

描
写
が
あ
る
が
、
乳
糜
の
材
料
と
し
た
牛
乳
の
説
明
が
加
わ
り

『経
律
異
相
』
よ
り
詳
し
い
。
さ
ら
に

『法
苑
珠
林
』
は

『住
持
感
応

記
』
を
引
い
て
同
じ
場
面
を
描
く
が
、
こ
こ
で
は
乳
糜
供
養
は

「受
二
女
乳
糜
。
至
菩
提
樹
下
欲
昇
金
剛
壇
」
と
あ

る
の
み
で
、
き
わ

)

め
て
簡
略
で
あ
る
。
ま
た

『釈
迦
譜
』
は
、
「住
尼
連
水
。
長
者
女
奉
乳
糜
稽
首
足
下
。
菩
薩
受
食
知
氣
充
。
」
と

『経
律
異
相
』
に
近

い
表
現
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『経
律
異
相
』
『法
苑
珠
林
』
『釈
迦
譜
』
い
ず
れ
に
も

「女
」
の
名
は
出
な

い
。
『仏
祖
統
記
』
は
十
三
世

紀

の
成
立
で
、
『今
昔
』
以
降

の
書
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
第
二
に
は

「時
彼
林
外
有

一
牧
牛
女

。
名

難
陀
婆
羅

。」
ま
た
割
注
に

「
按

仏

本

行

経

。

善

生

村

主

二
女

。

一
名

難

陀

。

一
名

婆

羅

。
」

と

あ

る

。

一
方
、
『過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
三
の
当
該
箇
所
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ

て
い
る
。

爾
時
太
子
。
調
伏
阿
羅
遷
迦
蘭

二
仙
人
已
。
即
便
前
進
迦
闍
山
苦
行
林
中
。
是
橋
陳
如
等
五
人
所
止
住
處
。
即
於
尼
連
襌
河
側
。

靜
坐
思
惟
。
觀
衆
生
根
。
宜
應

六
年
苦
行
。
而
以
度
之
。
思
惟
是
巳
。
便
修
苦
行
。
於
是
諸
天
。
奉
獻

麻
米
。
太
子
爲
求
正
眞
道

故
。
淨

心
守
戒
。
日
食

一
麻

一
米
。
設
有
乞
者
。
亦
以
施
之

爾
時
橋
陳
如
等
五
人
。
既
見
太
子
。
端
坐
思
惟
。
修
於
苦
行
。
或
日
食

一
麻
。
或
日
食

一
米
。
或
復

二
日
。
乃
至
七
日
。
食

一
麻

米
。
時
僑
陳
如
等
。
亦
修
苦
行
。
供
奉
太
子
。
不
離
其
側
。

(中
略
)

爾
時
太
子
。
心
自
念
言
。
我
今
日
食

一
麻

一
米
。
乃
至
七
日
食

一
麻
米
。
身
形
消
痩
。
有
若
枯
木
。
修
於
苦
行

。
垂
滿
六
年
。
不

得
解
脱
。
故
知
非
道
。
不
如
昔
在
閻
浮
樹
下
。
所
思
惟
法
。
離
欲
寂
靜
。
是
最
眞
正
。
今
我
若
復
以
此
贏
身
。
而
取
道
者
。
彼
諸

外
道
。
當
言
自
餓
是
般
涅
藥
因
。
我
今
雖

復
節
節
有
那
羅
延
力
。
亦
不
以
此
而
取
道
果
。
我
當
受
食
然
後
成
道

。
作
是
念
巳
。
即

從
坐
起
。
至
尼
連
襌
河
。
入
水
洗
浴
。
洗
浴
既
畢
。
身
體
羸
瘠

。
不
能
自
出
。
天
神
來
下
。
爲
按
樹
枝
。
得
攀

出
池
。
時
彼
林
外
。

有

一
牧
牛
女
人
。
名
難
陀
波
羅
。
時
淨
居
天
。
來
下
勸
言
。
太
子
今
者
在
於
林
中
。
汝
可
供
養
。
女
人
聞
巳
。
心
大
歡
喜
。
干
時

地
中
。
自
然
而
生
千
葉
蓮
花
。
花
上
有
乳
糜
。
女
人
見
此
。
生
奇
特
心
。
即
取
乳
糜
。
至
太
子
所
。
頭
面
禮
足
。
而
以
奉
上
。
太

『
今
昔
物

語
集
』
仏
伝
説
話
の

一
齣

一
七

一



一
七

二

子
即
便
受
彼
女
施
。
而
呪
願
之
。
今
所
施
食
。
欲
令
食
者
。
得
充
氣
力
。
當
使
施
家
得
謄
得
喜
。
安
樂
無
病
。
終
保
年
壽
。
智
慧

具
足
。
太
子
即
復
作
如
是
言
。
我
爲
成
熟

一
切
衆
生
故
。
受
此
食
。
呪
願
詑
巳
。
印
受
食
之
。
身
體
光
悦
。
氣
力
充
足
。
堪
受
菩

提爾
時
五
人
。
既
見
此
事
。
驚
而
怪
之
。
謂
爲
退
轉
。
各
還
所
住
。
菩
薩
獨
行
。
趣
畢
波
羅
樹
。
自
發
願
言
。
坐
彼
樹
下
。
我
道
不

成

。

要

終

不
起

。

こ
の
展
開
を
見
る
と
、
苦
行
林

で
の
僑
陳
如
等
と
の
苦
行
、
六
年
後
の
苦
行
の
放
棄
、
尼
連
禅
河
で
の
洗
浴
、
牧
牛
女
難
陀
波
羅
の
乳

廉
供
養
、
橋
陳
如
等
五
人
の
同
行
か
ら
の
軽
蔑
、
菩
提
樹
下

へ
の
独
行
、
と
な

っ
て
お
り

『今
昔
』
の
内
容
が
こ
れ

に
近
似
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
『今
昔
』
の
傍
線
部
の
内
容
だ
け
は
、
『
因
果
経
』
に
は
求
め
ら
れ
な

い
。
そ
れ
は
、
次

に
引
く

『仏
本
行

集
経

』
巻
第
二
十
五
に
見
出
せ
る
。

爾
時
彼
處

尼
連
襌

河
。
以
諸
末
香
種
種
衆
花
彌
滿
水
上
。
合
雜

而
流
。
是
時
菩
薩
。
於
彼
水
中
。
既
燥
浴
巳
。
取
其
袈
裟
。
於
水

中
濯
出
振
曜
乾
。
著
於
體
上
。
欲
渡
彼
水
。
波
流
湍
疾
。
身
體

底
羸
。
不
能
得
越
。
兼
復
六
年
精
勤
苦
行
。
身
力
劣
弱
。
不
能
得

濟
彼
河
之
岸

璽
時
波
河
有
一
大
樹
名
榎
誰
那
隋
言
今
者
彼
樹
之
神
。
名
柯
倶
婆
隋
言
小
峯
住
衣
彼
樹
。
時
彼
樹
神
。
以
諸
瓔
珞
莊
嚴
之
臂
。
引
向
菩
薩
是
時

諜

菩
薩
。
執
樹
神
手
。
得
渡
彼
河
。
菩
薩
所
浴
河
内
香
水
。

一
切
諸
天
。
各
各
分
取
。
將
還
宮
殿
。
以
此
功
徳
吉
祥
水
故
。
將
灑
自

宮爾
時
彼
河
尼
連
襌

主
。
有

一
龍
女
。
名
尼
連
茶
耶
隋
言
不
寡
從
地
踴
出
。
手
執
荘
嚴
天
妙
筌
提
。
奉
獻
菩
薩
。
菩
薩
受

巳
。
即
坐
其
上
。

坐
其
上
巳
。
取
彼
善
生
村
主
之
女
所
獻
乳
糜
。
如
意
飽
食
。
悉
皆
淨
盡

。
菩
薩
既
食
彼
乳
糜

巳
。
縁
過
去
世
行
檀
福
報
業
力
熏
故
。

身
體
相
好
。
平
復
如
舊

。
端
正
可
喜
。
圓
滿
具
足
。
無
有
鉄
減

爾
時
菩
薩
。
食
彼
糜
訖

。
以
金
鉢
器
。
棄
擲
河
中
。
時
海
龍
王
。
生
大
希
有
奇
特
之
心
。
復
爲
菩
薩
難
現
世
故
。
執
彼
金
器
。
擬

欲
供
養
。
將
向
自
宮
。
是
時
天
主
釋
提
桓
因
。
即
化
其
身
。
作
金
翅
鳥
金
剛
寳
嘴

。
從
海
龍
邊
。
奪
取
金
鉢
。
向
切
利
宮
三
十
三



天
。
恒
自
供
養
。
於
今
彼
處
三
十
三
天
立
節
。
名
爲
供
養
菩
薩
金
鉢
器
節
。
從
彼
巳
來
。
至
今
不
斷

爾
時
菩
薩
。
食
糜
已
詑
。
從
坐
而
起
。
安
痒
漸
漸
向
菩
提
樹
。
彼
之
篁
提
其
龍
王
女
。
還
自
收
攝
。
將
歸

自
宮
。
爲
供
養
故
而
有

偈
説菩

薩
如
法
食
乳
糜

是
彼
善
生
女
所
獻

食
訖
歡
喜
向
道
樹

決
定
欲
證
取
菩
提

こ
の
よ
う
に
、
右
の

『仏
本
行
集
経
』
の
傍
線
部
と

『今
昔
』
の
傍
線
部
と
を
比
較
す
る
と
、
こ
れ
が
出
典
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
え
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
『今
昔
』
の
乳
糜
供
養
譚
の
出
典
は
、
(3)
で
池
上
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『過
去
現
在
因
果
経
』

お
よ
び

『仏
本
行

集
経
』
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

さ

て
、
『今
昔
』
本
文
は
、
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
経
に
出
典
を
求
め
た
た
め
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、
傍
線
部
の
末
尾

の

「太
子
、
彼
ノ
麻
米
ヲ
食
給

ヒ
畢
テ
、
金
ノ
鉢
ヲ
河
ノ
中

ニ
投
入
レ
テ
菩
提
樹

ニ
向
給
ヒ
ヌ
。」
に
あ
る

「彼
ノ
麻
米
」
の
指
示
内

容
が
曖
昧
な
点
で
あ
る
。
『今
昔
』
本
文
に
即
し
て
読
む
な
ら
、
「麻
米
」
は
そ
の
前

の
部
分
に
あ
る
苦
行
時
に
食
べ
た

「麻
米
」
を
指

す
は
ず
だ
が
、
そ
れ
で
は

「金
ノ
鉢
ヲ
河

ノ
中

ニ
投
入
レ
テ
」
の
意
味
が
唐
突
で
汲
み
取
れ
な

い
。
し
か
も

「金
ノ
鉢
」
は
当
然
乳
糜

の
入
れ
物
と
い
う
了
解
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、

「麻
米
」
は

「乳
糜
」

の

「糜
」
の
文
字
を
分
解
し
た
表
記
と
い
う
無
理
な
解
釈
が
必

要
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
矛
盾
は
、
『今
昔
』
が

『仏
本
行
集
経
』
の
乳
糜
供
養

の
記
述
を
省
略
し
て
作
話
し
た
結
果
だ
と
い
え

る
。

『仏
本
行
集
経
』
で
は

『
因
果
経
』
と
は
逆
に
、
洗
浴
の
場
面
の
前
に
す
で
に

「善
生
村
主
女
」
に
よ
る
乳
糜
供
養

の
話
が
置
か

れ
て
い
る
。
ゆ
え
に

「以
金
鉢
器
。
棄
擲

河
中
。
」
の
文
言
は
な
ん
ら
無
理
が
な
い
。
し
か
し
、
『今
昔
』
で
は

『仏
本
行
集
経
』
の
流

れ
を
汲
み
取
ら
ず

一
節
だ
け
を
用
い
た
た
め
に
齟
齬

が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『今
昔
』
で
は
、

苦
行
↓
尼
連
禅
河
で
洗
浴
↓

「麻
米
」
を
食
す
↓
菩
提
樹
に
向
か
う

と
展
開
し
た
あ
と
に
、
ふ
た
た
び
牧
牛
女
難
陀
波
羅
の

「乳
ノ
麻
米
」
供
養

の
話
が
続
き
、
最
後
に

「畢
波
羅
樹
」

に
向
か
う
記
述
が

繰
り
か
え
さ
れ
る
。
た
し
か
に
、
こ
こ
で
は

『
因
果
経
』
に
則

っ
て

「菩
提
樹
」
で
な
く
音
写
語
の

「畢
波
羅
樹
」
が
用

い
ら
れ
、
言

『
今
昔
物
語
集
』
仏
伝
説
話

の

一
齣

一
七

三



一
七

四

葉
と

し
て
の
重
複
は
避
け
ら
れ

て
い
る
も
の
の
内
容
上
の
不
自
然
さ
は
否
め
な

い
。

で
は
、
こ
の
よ
う
に
時
系
列
を
崩
し
内
容
を
重
複
さ
せ
、
錯
綜
し
た
表
現
に
し
て
ま
で
、
中
間
部
に
だ
け

『仏
本
行
集
経
』
を
用
い

た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
苦
行
に
疲
れ
た
太
子
を
尼
連
禅
河
か
ら
樹
神
が
岸
に
引
き
上
げ
る
場
面
が
、
も

つ
と
も
詳
述
さ

れ
て

い
る
の
が

『仏
本
行
集
経
』
だ
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
『今
昔
』
に
登
場
す
る
樹
神

「類
離
那
」
「
柯
倶
婆
」

の
名
が
出
る
の
も

こ
の
経

の
み
で
あ
る
。

『今
昔
』
の
仏
伝
説
話
に
は
、
多
く

の
人
名
、
人
格
化
さ
れ
た
動
植
物

・
神

・
魔
等

の
固
有
名
が
登
場
す
る
。
仏

の
出
生
か
ら
成
道

に
至
る
ま
で
の
各
話
を
見
る
と
、
釈
尊
周
辺
の
人
物
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
物
語
の
筋
に
さ
し
て
関
わ
ら
な
い
者

の
名
ま
で
出
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
巻
第

一
第
二
話
で
、
誕
生
し
た
釈
迦
に
水
を
注
ぎ
か
け
る
竜
王

「難
陀
」
「
跋
難
陀
」
、
誕
生
直
後
に

浄
飯
王
と
と
も
に
釈
迦
が
礼
拝
す
る
天
神

「増
長
」、
そ
の
と
き
釈
迦
を
拝
す
る
女
天
神

「無
畏
」。
ま
た
同
第
六
話

で
、
菩
提
樹
下
の

成
道

の
坐
に
敷
く
草
を
授
け
る
帝
釈
天
の
化
身

「吉
祥
」
、
成
道
を
妨
げ
る
魔
王
の
子

「薩
陀
」
、
魔
王
の
女

(む
す

め
)
「染
欲
」
「能

悦

人

」

ー
可

愛

楽

」
、

魔

の

姉

妹

「弥

伽

」

「
迦

利

」
、

空

中

の
魔

「
員

多

」

な

ど

で
あ

る

。

こ

の
よ

う

に

、

説

話

の
脇

役

に

至

る

ま

で
固

有
名
を
仏
典
か
ら
掬
い
取

っ
て
示
す

の
が

『今
昔
』
の
仏
伝
説
話

の
ひ
と

つ
の
特
徴
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
乳
糜
供
養
譚
で
も
、
こ
の
部
分
を
詳
述
し
樹
神
の
名

「頻
離
那
」
「
柯
倶
婆
」
を
出
す
た
め
に

『仏
本
行
集
経
』
を

部
分
的
に
用

い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
と

こ
ろ
が

『仏
本
行
集
経
』
の
当
該
箇
所
で
は
、
乳
糜
供
養

の
主
人
公

が

「善
生
村
主
之

女
」
と
あ
る
だ
け
で
名
は
出
な
い
。
そ
の
う
え
、
記
述
が
詳
細
で
錯
綜
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
話
の
大
枠
は
、
構
成
が
整

い
主

人
公

の

「難
陀
波
羅
」
の
名
が
明
示
さ
れ
て
い
る

『因
果
経
』
に
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
『今
昔
』
以
降
の
仏
伝
に
現
わ
れ
た
乳
糜
供
養
譚

我
が
国
の
古
典
文
学
に
は

『今
昔
』
以
外
に
仏
伝
を
詳
述
し
た
作
品
は
き
わ
め
て
少
な

い
。
し
か
し
、
い
く

つ
か

の
仏
伝
の
中
に
ご



の
話
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
保
延
六
年

(
一

四
〇
)
の
識
語
を
も

つ

『金
澤
文
庫
本
佛
教
説
話
集
』
の
末
尾
に
簡
略
な
仏
伝
が
あ
る
。
こ
の
部
分
は
破

損
が
ひ
ど
く
解
読
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
も
の
の
、
「年
正
月
八
日

受

難
陀

[

]
女
之
乳

[

]
持

石
鉢

沐
浴

尼
連
河

」

と

い
う
文
字
が
確
認
で
き
る
。
よ

っ
て
、
乳
糜
を
供
養
し
た
女
の
名
と
し
て
、
「難
陀
波

(婆
)
羅
」
が
描
か
れ

て
い
た
と
推
測
で
き

る

。さ

ら
に
、
中
世
の
仏
伝
で
乳
糜
供
養
譚
を
描
く
も
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
華
蔵
寺
蔵

『釈
迦
如
来
八
相
次
第

』
と
龍
谷
大
学
蔵

『釈

迦
八
相
』

の
二
種
で
あ
る
。

完

結
し
た
純
然
た
る
最
古

の
仏
伝
で
あ
る

『
釈
迦
如
来
八
相
次
第
』
(華
蔵
寺
蔵
)
は
、
天
文
二
十

一
年

(
一
五

五
二
)
に
書
写
さ

れ
、
康
応
元
年

(
一
三
八
九
)

の
年
号
が
奥
書
に
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書

の
中
巻
の
冒
頭
に
は
、
次
の
よ
う
に
詳
細
な
乳
糜
供
養

話
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

善
生
村
ノ
主
、
兵
将
婆
羅
門
ト
云
者
ア
リ
。
七
珍
万
宝
豊
ナ
ル
大
福
長
者
也
。
提
波
婆
羅
門
、
善
生
村

ニ
行
テ
、
兵
将
長
者

ニ
合

テ
語
テ
曰
ク
、
浄
飯
王
ノ
太
子
、
六
年
ノ
苦
行

ニ
疲
テ
、
優
留
頻
羅
聚
落

ニ
臥
玉

ヘ
リ
。
仏

ニ
成
リ
玉
ハ
ン

コ
ト
既

ニ
近
付
ケ
リ
。

然

ニ
定
テ
、
魔
障
ヲ
ナ
サ
ン
コ
ト
疑
ナ
シ
。
我

レ
、
身

ヲ
労
リ
テ
力
付
テ
、
魔
王
ヲ
降
伏
セ

ハ
ヤ
ト
仰
セ
ァ

ル
由
ヲ
語
ル
。
兵
将

長
者

ニ
二
人
ノ
娘
ア
リ
。

一
ヲ
ハ
難
陀
ト
名
ケ
、

ニ
ヲ

ハ
波
羅
ト
名
ク
。
(中
略
)
太
子
ノ
御
身

ノ
疲

レ
有
シ
ヲ

ハ
、
難
陀

・
波

羅
ト
云
二
人
ノ
童
女
、
薬
湯
ヲ
浴
セ
奉
リ
、
御
身
ノ
垢
ヲ
ス
リ
、
蘇
蜜
ヲ
御
身

ニ
塗
奉
リ
シ
カ

バ
、
速

ニ
本

ノ
如
ク
、
御
身

モ
ナ

ヲ
リ
、
御
力
モ
付
玉

ヘ
リ
。
(中
略
)
兵
将
婆
羅
門
ノ
ニ
人
ノ
女
、
(中
略
)
自
ラ
煮
テ
、
月
ノ
十
五
日
ニ
悉
達
太
子
ヲ
、
父
ノ
婆

羅
門
ノ
家

へ
請
奉
テ
、
新
キ
金
ノ
鉢

ニ
盛
テ
、
太
子
ノ
御
前

ニ
備

ヘ
タ
リ
。
太
子
、
此
十
六
分
ノ
乳
糜
ヲ
服

シ
玉
イ
シ
カ
バ
、
八

万
四
千

ノ
毛

吼

ヨ
リ
金
色

ノ
光
ヲ
放
テ
、
十
方
世
界
ヲ
照

シ
、
八
万
四
千

ノ
毛
孔
ヨ
リ
牛
頭
栴
檀

ノ
香
ヲ
出

ス
。
サ
レ
ハ
此
粥

ヲ
法
身
成
就

ノ
粥
ト
名
ク
。
此
粥
ヲ
表
シ
テ
、
正
月
十
五
日
ニ
ハ
粥
ヲ
煮
ル
コ
ト
末
代

マ
テ
タ

ヘ
ス
。
其
粥

ヲ
カ
イ
タ
ル
杖
ヲ
牛

王
杖
ト
名
ク
。
是
ヲ
以
テ
、
善
キ
子
ヲ
孕
ト
打
、
幸
ア
レ
ト
打
、
病
ア
ル
者
ヲ

ハ
病
癒

ヨ
ト
打
、
樹
木
ノ
実

ノ
ナ
ラ
ヌ
ヲ

ハ
実
ナ

『
今
昔
物

語
集
』
仏
伝
説
話

の

一
齣

一
七

五



一
七
六

レ
ト
ウ
ツ
。

(中
略
)
サ
テ
、
太
子

ハ
善
生
村
ヲ
立
テ
、
菩
提
樹
下
ニ
詣
シ
玉
ウ
。

こ
こ
に
は
、
ー兵
将
婆
羅
門
」
の
娘

「難
陀
」
と

「波
羅
」
が
釈
尊

へ
乳
糜
を
供
養
す
る
前
に
、
蘇
蜜
を
御
身
に
塗

る
話
が
語
ら
れ
、

ま
た
乳
糜
を
作

っ
た
乳
が
、
千
頭
の
牛
の
乳
を
飲
ん
だ
五
百
頭
の
牛
の
乳
を
三
百
頭
の
牛
に
飲
ま
せ
、
さ
ら
に
そ
れ

を
百
頭
に
飲
ま
せ
、

と
い
う
乳
を
濃
縮
す
る
過
程
が
詳
述
さ
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
話
題
は

『今
昔
』
に
は
な

い
。

こ
れ
は
、
『仏
本
行
集

経
』
に
、
軍
将
斯

那
耶

那
婆
羅
門
の
娘

「難
陀
」

「婆
羅
」
よ
り
受
け
た

「油
酥

」
を
釈
迦
が
身
に
塗
り
、
ま
た
善
生
村
主

の
娘
よ
り
千
頭
の
乳
を
最
後

に
十

五
頭
の
乳
に
濃
縮
し
て
煮
た

「上
乳
糜
」
を
受
け
る
、
と
あ
る
記
述
に
類
似
す
る
た
め
、

こ
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
『
仏
本
行
集
経
』
よ
り
簡
略
で
あ
る
が
、
『
根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
破
僧
事
』
に
も
牛
乳
濃
縮
の
過
程

の
描
写
が
あ
る
。

ま
た
、
建
武
四
年

(
一
三
三
七
)
の
奥
書
、
文
永
十
年

(
一二

七
三
)
の
本
奥
書
を
も

つ
仏
伝
、
龍
谷
大
学
蔵
本

『釈
迦
八
相
』
は
、

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

ト

キ

ニ
太

子

、

成

道

ノ
期

イ

タ

リ

テ

オ

ホ

ス

ヤ
ウ

、

ワ

レ

イ

マ
金

剛
兪

定

ヲ

オ

コ
サ

ム

ト

オ

モ

フ

ニ
、

モ

シ

コ
ノ
定

ニ
テ

オ

コ
サ

ハ
、

外

道

ノ
儀

ニ

コ
ト

ナ

ラ

ス
。

皮
膚

円

満

シ

テ

オ

コ
サ

メ

、

ト

テ

乳

ノ

カ

ユ

ヲ

ク

ワ

ハ

＼
ヤ

、

ト

オ

ホ

シ

メ

ス

ニ
、
浄

居

天

子
キ
タ
リ
テ
、
牧
牛
女
名
難
陀
波
羅

ニ
ツ
ケ
テ
イ
フ
ヤ
ウ
、
悉
達
太
子
乳
ノ
カ

ユ
ヲ
モ
ト
ム
。
乳
ノ
カ

ユ
ヲ
ツ
ク
リ
テ
タ
テ

マ
ツ

レ
ト

。

牧

牛

女

ヨ

ロ

コ
ヒ

テ

、

千

ノ
牛

ノ
乳

ヲ

シ

ホ

リ

テ

、

五

百

ノ
牛

ニ
ノ

マ
セ

テ

、

ヤ

カ

テ

五

百

ノ

牛

ノ
乳

ヲ

シ

ホ

リ

テ
、

二

百

五

十

の
牛

ニ
ノ

マ
セ

、

カ

ヤ

ウ

ニ
シ

タ

イ

ニ
シ

テ

、

タ
ヽ

フ
タ

ツ

ノ
牛

ニ
ノ

マ
セ

テ

、

シ
ホ

リ

テ

乳

ノ
カ

ユ
ヲ

ツ

ク

リ

テ
、

金

ノ

ハ
チ

ニ
モ
リ
テ
タ
テ

マ
ツ
リ
タ

レ
ハ
、
メ
シ
テ
ノ
チ
、
金
ノ

ハ
チ
ヲ
尼
連
禅
河

ニ
ナ
ケ
入
給
ヒ
タ
レ
ハ

(後
略
)

こ
こ
に
も
、

「難
陀
波
羅
」
が
登
場
し
、
牛
乳
濃
縮
の
話
題
を
含
め
た
乳
糜
供
養
譚
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

最

後
に
、
歌
謡
に
お
け
る
乳
糜
供
養
譚
を
探

っ
て
み
た
い
。
仏
伝
を
描
い
た
歌
謡
は

『梁
塵
秘
抄
』
法
文
歌
お
よ
び

『
四
座
講
式
』

お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
数
編

の
和
讃
な
ど
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
乳
糜
供
養
が
描
か
れ
た
も
の
は
管
見
の
か
ぎ
り

で

は

「
成

道

和

讃

」

一
例

で

あ

る

。

今

ノ
尺
迦

モ
哀

ニ
シ
テ

昔
ノ
仏
ノ
迹

ヲ
追
ヒ

牧
牛
ノ
粥
ヲ
受
ケ
給
ヒ

尼
連
禅
河

ニ
沐
浴
シ

吉
祥
草
ヲ
座

ニ
敷
キ
テ

結



跏
趺
座
シ
給
ヒ
キ

(後
略
)

本
和
讃

で
は
、
こ
の
よ
う
に
乳
糜
供
養
は
詠
わ
れ
る
が
、
女
の
名
は
登
場
し
な
い
。

六
、
お
わ
り
に

釈
尊
成
道
説
話
で
描
か
れ
る
乳
糜
供
養
の
話
は
、
数
々
の
経
典
に
描
か
れ
、
仏
伝

の

一
齣
の
物
語
と
し
て
定
着
し

て
い
た
。

そ

の
主

人

公

の
娘

の

名

も

、

「
須

闍

多

」

そ

の
意

訳

の

「
善

生

」
、

「難

陀

婆

(波

)

羅

」
、

「
難

陀

」

「
婆

(波

)

羅

」

の

二
女

、

な

ど

の
例
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
「善
生
」
は
物
語

の
舞
台
と
な

っ
た
村

の
名
称
と
し
て
出
る
経
も
あ

っ
た
。
仏
伝
経
典

の
前
後
関
係
を
決

定
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
パ
ー
リ
文

・
梵
文
の
仏
伝
や
律
蔵
の
仏
伝
に
見
え
る

「須
闍
多
」

の
名
称
が
、
「難
陀
婆

(波
)
羅
」
に

先
行
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た

『
仏
本
行
集
経
』
は
、
乳
糜
を
供
養
す
る
女
を

「善
生
村
主
女
」
と
す
る
が
、
そ

の
他
の
場
面
に
は

「須
闍
多
」
、
「難
陀
」
「婆
羅
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
名
を
登
場
さ
せ
、
経
の
雑
纂
と
し
て
の
面
影
を
留
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
漢
訳
経
典
で
は
、
「須
闍
多
」
「難
陀
婆
羅
」
の
登
場
す
る
話
は

「乳
糜
供
養
譚
」
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
を
み
せ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
我
が
国
の
仏
伝
文
学
で
は
、
乳
糜
供
養
譚
を
お
さ
め
て
い
る
も
の
は
限
ら
れ
、
主
人
公
の
女

の
名
を
留
め
る
も
の
は

『今
昔
物
語
集
』

の
他
数
例
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
い
ず
れ
も

「難
陀
波
羅
」
ま
た
は

「難
陀
」
「波
羅
」

の
二
女
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
今
日
喧
伝
さ
れ

て
い
る

「須
闍
多
」

(ス
ジ

ャ
ー
タ
ー
)

の
名
は
、
我
が
国
の
古
典
に
は
受
容
さ

れ
な
か

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
今
後
、
近
世
唱
導
作
品
等

の
未
開
拓
な
分
野
に
お
け
る

「乳
糜
供
養
譚
」
の
解
明
が
待
た
れ
る
が
、
こ
の
名
が
伝
わ

っ
た
の

は
、
パ
ー
リ
本
や
梵
本
の
仏
伝
が
和
訳
さ
れ
紹
介
さ
れ
た
、
近
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(大
正
大
学
講
師
)

『
今
昔
物
語
集
』

仏
伝
説
話
の

一
齣

一
七
七



一
七

八

〔
注

〕

(1

)
 諸
経

典

に
お

け

る

仏
伝

の

エ
ピ

ソ
ー

ド

に

つ
い

て

の
先
学

の
研

究

に

は

、

中
村

元

『
ゴ

ー

タ

マ

・
ブ

ッ
ダ

I

・
II
』

(
旧
版

一
九

六

八
年

、

新

版
一

九
九

二
年
)、
外
薗
幸

一

「仏
伝
経
典

の
形
成
過
程

に

つ
い
て
」

(『
鹿
児
島
経
大
論
集
』
第

二
四
巻
第

三
号
、

一
九
八
三
年

一
〇
月
)
、
岩
井
昌
悟

・
森

章
司

・
本
沢
綱
夫

「仏
伝
諸
経
典
お
よ
び
仏
伝
関
係
諸
資
料
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
別
出
典
要
覧
」

(『
原
始
仏
教
聖
典
資
料

に
よ
る
釈
尊
伝

の
研
究
』

三
、
中

央
学
術
研
究
所

モ
ノ
グ
ラ
フ
篇
、
第

三
号
、
資
料
集
篇
I
I、
二
〇
〇
〇
年
九
月
)

(2
)
 『大
正
蔵
』
第

五

一
巻
八
六
三
頁

a

(3

)
 『大

正

蔵

』
第

五

一
巻

九

一
七

頁

b

(4
)
 中
村
元

『
ゴ
ー
タ

マ
・
ブ

ッ
ダ
I

』
(中
村
元
選
集

〔決
定
版
〕
第
1
1巻
)

二
七

一
頁

(5
)
 外
薗
幸

一

「仏
伝
経
典
の
形
成
過
程
に

つ
い
て
」
(
『鹿
児
島
経
大
論
集
』
第

二
四
巻
第

三
号
、

一
九
八
三
年

一
〇
月
)
五
〇
頁

(6

)
 『大

正

蔵

』
第

二
巻

一
六

七
頁

a

(7
)
 中
村

元
監
修

・
補
注

『
ジ
ャ
ー
タ
カ
全
集

1
』
七
八
～
七
九
頁

(8

)
 同
、

八
〇

～

八

一
頁

(9
)
 外
薗

前
掲
論
文

五
〇
頁

(10

)

訳

頁

(
1
1)
 溝

口
史
郎
訳

『ブ

ッ
ダ
の
境
涯
』

二
四

一
～

二
四
四
頁

(12

)
 『大

正

蔵

』
第

三
巻

五

一
二
頁

a

(13

)
 『
大
正

蔵

』
第

三
巻

五

一
二

頁

b

(14
)
 『
大
正
蔵
』
第

二
二
巻

一
〇

三
頁
b
。
こ
の
部
分
は

『釈
氏
要
覧
』
巻
上

(
『大
正
蔵
』
第

五
四
巻

二
七

一
頁

a
)
に
も
引
か
れ
る
。
ま
た
、
『
四
分
律
』

巻
第

三
二

(『
大
正
蔵
』
第

二
二
巻
七
八
六
頁

a
)
に
は
、
釈
迦
成
道

後
の
托
鉢

の
場
面
に

「欝
鞠

羅
村

」
で

「蘇
闍
羅
大
將
女
」
が
世
尊
の
姿
を
見

て
、

「歡
喜

心
を
發

」

し
食

を

施

す

話

が
あ

る

。

(15

)
 『
大

正
蔵

』
第

三
巻

七

六

五
頁

a
～

b

(
16

)
 『パ

ー

リ

語
仏

教

辞

典

』

の

の
項

に
は

「生
ま

れ

よ

き

、
善

生

の
、
善

生

」

と
あ

る

。

(17
)
 『
大
正
蔵
』
第

三
巻
五
八
三
頁

c

(18
)
 溝

口
史
郎
訳

『ブ

ッ
ダ
の
境
涯
』

二
三
九
頁



(19
)
 『ブ

ッ
ダ

チ
ャ
リ
タ
』
(梶
山
雄

一
郎
訳

『原
始
仏
教
』
第

一
〇
巻

一
九
八
五
年
十
二
月
)

一
四
二
頁

(20
)
 『大
正
蔵
』
第

四
巻
二
四
頁

c

(
2
1
)
 『大
正
蔵
』
第

三
巻
六
三
九
頁
b

(22
)
 『大
正
蔵
』
第

二
四
巻

二
九
九
頁

c

(23
)
 『大
正
蔵
』
第

三
巻
七
七
〇
頁
b

(24
)
 『大

正

蔵

』
第

三
巻

七

七

一
頁

b
～

c

(25
)
 『大
正
蔵
』
第

三
巻
八
三
八
頁

c

(26
)
 『大
正
蔵
』
第

三
巻
九
四
九
頁
b

(27
)
 『大
正
蔵
』
第

四
巻
六
八
六
頁
b

(28

)
 『大

正

蔵

』
第

四
巻

一
四
九

頁

c

(29
)
 『大
正
蔵
』
第

四
巻
七
五
頁
b

(30
)
 『大
正
蔵
』
第

二
三
巻

七

一
七
頁

a

(31
)
 『大
正
蔵
』
第

二
三
巻
九

一

頁

a

(32
)
 『大
正
蔵
』
第

二
三
巻
九
八

一
頁
b

(33
)
 『大

正
蔵
』
第

二
三
巻

一
〇

二
六
頁

c

(34
)
 『大
正
蔵
』
第

二
三
巻
一
二
一

頁

c

(35

)
 『大

正

蔵

』
第

二

三
巻

一
二

一
頁

c

(36

)
 『大

正

蔵

』
第

二
三
巻
一
二
一

頁

c
～

一
二
二

頁

a

(37

)
 こ

の
呼

称

は
他

に

「
一
六

倍

乳
糜

」

と

す

る
も

の
も

あ

る
。

(38
)
 新

日
本
古
典
文
学
大
系
三
三

『今
昔
物
語
集

一
』

二
四
頁
～

二
六
頁
。

ル
ビ
は
省
略
し
た
。

(39

)
 『大

正

蔵

』
第

五

三
巻

一
七

頁

a

(40
)
 『大
正
蔵
』
第

五
三
巻

三
六
七
頁

a
～

c

(41
)
 『大
正
蔵
』
第

五
三
巻
三
六
七
頁

a
～
三
六
八
頁
b
。
『
法
苑
珠
林
』
本
文

に
は

「仏
本
行
経
云
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
は

『
仏
本
行
経
』
に
は
該
当
す

る
文
言
は
な
く
、
『
仏
本
行
集
経
』
巻
第

二
五

(
『大
正
蔵
』
第
三
巻
七
七

一
頁
b
～
七
七

二
頁
b
)
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
仏
伝
説
話
の

一
齣

一
七

九



一
八
〇

(
42
)
 『
大
正
蔵
』
第
五
〇
巻
七
頁

c

(
43
)
 『
大
正
蔵
』
第

四
九
巻

一
四
五
頁
b

(44
)
 『
大
正
蔵
』
第
三
巻
六

三
八
頁
b
～
六
三
九
頁
b

(
45

)
 『
大

正
蔵

』
第

三
巻

七

七

二

頁

a
～

b

(46

)
 経

で
は

「類
離

那

」

は

樹
神

で
は

な

く
、

樹

の
名

と

し

て
出

る

。

(47
)
 山
内
洋

一
編
著

『金
沢
文
庫
本

仏
教
説
話
集

の
研
究
』

(
一
九
九
七
年

一
一
月
)

二
五

一
頁

(48
)
 『中
世
仏
伝
集
』

(『
真
福
寺
善
本
叢
刊
』
第
五
巻
、
二
〇
〇
〇
年

一
一
月
)
三
八

一
～
三
八
三
頁

(49

)
 同
、

四
四

九

頁

下
段

(50
)
 『続

日
本
歌
謡
集
成
』
巻

一
中
古
編

(
一
九
八
〇

年
九
月
再
版
)

一
四
七
頁



天
。
恒
自
供
養
。
於
今
彼
處
三
十
三
天
立
節
。
名
爲
供
養
菩
薩
金
鉢
器
節
。
從
彼
巳
來
。
至
今
不
斷

爾
時
菩
薩
。
食
糜
已
詑
。
從
坐
而
起
。
安
痒
漸
漸
向
菩
提
樹
。
彼
之
篁
提
其
龍
王
女
。
還
自
收
攝
。
將
歸

自
宮
。
爲
供
養
故
而
有

偈
説菩

薩
如
法
食
乳
糜

是
彼
善
生
女
所
獻

食
訖
歡
喜
向
道
樹

決
定
欲
證
取
菩
提

こ
の
よ
う
に
、
右
の

『仏
本
行
集
経
』
の
傍
線
部
と

『今
昔
』
の
傍
線
部
と
を
比
較
す
る
と
、
こ
れ
が
出
典
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
え
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
『今
昔
』
の
乳
糜
供
養
譚
の
出
典
は
、
(3)
で
池
上
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『過
去
現
在
因
果
経
』

お
よ
び

『仏
本
行

集
経
』
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

さ

て
、
『今
昔
』
本
文
は
、
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
経
に
出
典
を
求
め
た
た
め
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、
傍
線
部
の
末
尾

の

「太
子
、
彼
ノ
麻
米
ヲ
食
給

ヒ
畢
テ
、
金
ノ
鉢
ヲ
河
ノ
中

ニ
投
入
レ
テ
菩
提
樹

ニ
向
給
ヒ
ヌ
。」
に
あ
る

「彼
ノ
麻
米
」
の
指
示
内

容
が
曖
昧
な
点
で
あ
る
。
『今
昔
』
本
文
に
即
し
て
読
む
な
ら
、
「麻
米
」
は
そ
の
前

の
部
分
に
あ
る
苦
行
時
に
食
べ
た

「麻
米
」
を
指

す
は
ず
だ
が
、
そ
れ
で
は

「金
ノ
鉢
ヲ
河

ノ
中

ニ
投
入
レ
テ
」
の
意
味
が
唐
突
で
汲
み
取
れ
な

い
。
し
か
も

「金
ノ
鉢
」
は
当
然
乳
糜

の
入
れ
物
と
い
う
了
解
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、

「麻
米
」
は

「乳
糜
」

の

「糜
」
の
文
字
を
分
解
し
た
表
記
と
い
う
無
理
な
解
釈
が
必

要
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
矛
盾
は
、
『今
昔
』
が

『仏
本
行
集
経
』
の
乳
糜
供
養

の
記
述
を
省
略
し
て
作
話
し
た
結
果
だ
と
い
え

る
。

『仏
本
行
集
経
』
で
は

『
因
果
経
』
と
は
逆
に
、
洗
浴
の
場
面
の
前
に
す
で
に

「善
生
村
主
女
」
に
よ
る
乳
糜
供
養

の
話
が
置
か

れ
て
い
る
。
ゆ
え
に

「以
金
鉢
器
。
棄
擲

河
中
。
」
の
文
言
は
な
ん
ら
無
理
が
な
い
。
し
か
し
、
『今
昔
』
で
は

『仏
本
行
集
経
』
の
流

れ
を
汲
み
取
ら
ず

一
節
だ
け
を
用
い
た
た
め
に
齟
齬

が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『今
昔
』
で
は
、

苦
行
↓
尼
連
禅
河
で
洗
浴
↓

「麻
米
」
を
食
す
↓
菩
提
樹
に
向
か
う

と
展
開
し
た
あ
と
に
、
ふ
た
た
び
牧
牛
女
難
陀
波
羅
の

「乳
ノ
麻
米
」
供
養

の
話
が
続
き
、
最
後
に

「畢
波
羅
樹
」

に
向
か
う
記
述
が

繰
り
か
え
さ
れ
る
。
た
し
か
に
、
こ
こ
で
は

『
因
果
経
』
に
則

っ
て

「菩
提
樹
」
で
な
く
音
写
語
の

「畢
波
羅
樹
」
が
用

い
ら
れ
、
言

『
今
昔
物
語
集
』
仏
伝
説
話

の

一
齣

一
七

三



一
七

四

葉
と

し
て
の
重
複
は
避
け
ら
れ

て
い
る
も
の
の
内
容
上
の
不
自
然
さ
は
否
め
な

い
。

で
は
、
こ
の
よ
う
に
時
系
列
を
崩
し
内
容
を
重
複
さ
せ
、
錯
綜
し
た
表
現
に
し
て
ま
で
、
中
間
部
に
だ
け

『仏
本
行
集
経
』
を
用
い

た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
苦
行
に
疲
れ
た
太
子
を
尼
連
禅
河
か
ら
樹
神
が
岸
に
引
き
上
げ
る
場
面
が
、
も

つ
と
も
詳
述
さ

れ
て

い
る
の
が

『仏
本
行
集
経
』
だ
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
『今
昔
』
に
登
場
す
る
樹
神

「類
離
那
」
「
柯
倶
婆
」

の
名
が
出
る
の
も

こ
の
経

の
み
で
あ
る
。

『今
昔
』
の
仏
伝
説
話
に
は
、
多
く

の
人
名
、
人
格
化
さ
れ
た
動
植
物

・
神

・
魔
等

の
固
有
名
が
登
場
す
る
。
仏

の
出
生
か
ら
成
道

に
至
る
ま
で
の
各
話
を
見
る
と
、
釈
尊
周
辺
の
人
物
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
物
語
の
筋
に
さ
し
て
関
わ
ら
な
い
者

の
名
ま
で
出
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
巻
第

一
第
二
話
で
、
誕
生
し
た
釈
迦
に
水
を
注
ぎ
か
け
る
竜
王

「難
陀
」
「
跋
難
陀
」
、
誕
生
直
後
に

浄
飯
王
と
と
も
に
釈
迦
が
礼
拝
す
る
天
神

「増
長
」、
そ
の
と
き
釈
迦
を
拝
す
る
女
天
神

「無
畏
」。
ま
た
同
第
六
話

で
、
菩
提
樹
下
の

成
道

の
坐
に
敷
く
草
を
授
け
る
帝
釈
天
の
化
身

「吉
祥
」
、
成
道
を
妨
げ
る
魔
王
の
子

「薩
陀
」
、
魔
王
の
女

(む
す

め
)
「染
欲
」
「能

悦

人

」

ー
可

愛

楽

」
、

魔

の

姉

妹

「弥

伽

」

「
迦

利

」
、

空

中

の
魔

「
員

多

」

な

ど

で
あ

る

。

こ

の
よ

う

に

、

説

話

の
脇

役

に

至

る

ま

で
固

有
名
を
仏
典
か
ら
掬
い
取

っ
て
示
す

の
が

『今
昔
』
の
仏
伝
説
話

の
ひ
と

つ
の
特
徴
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
乳
糜
供
養
譚
で
も
、
こ
の
部
分
を
詳
述
し
樹
神
の
名

「頻
離
那
」
「
柯
倶
婆
」
を
出
す
た
め
に

『仏
本
行
集
経
』
を

部
分
的
に
用

い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
と

こ
ろ
が

『仏
本
行
集
経
』
の
当
該
箇
所
で
は
、
乳
糜
供
養

の
主
人
公

が

「善
生
村
主
之

女
」
と
あ
る
だ
け
で
名
は
出
な
い
。
そ
の
う
え
、
記
述
が
詳
細
で
錯
綜
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
話
の
大
枠
は
、
構
成
が
整

い
主

人
公

の

「難
陀
波
羅
」
の
名
が
明
示
さ
れ
て
い
る

『因
果
経
』
に
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
『今
昔
』
以
降
の
仏
伝
に
現
わ
れ
た
乳
糜
供
養
譚

我
が
国
の
古
典
文
学
に
は

『今
昔
』
以
外
に
仏
伝
を
詳
述
し
た
作
品
は
き
わ
め
て
少
な

い
。
し
か
し
、
い
く

つ
か

の
仏
伝
の
中
に
ご



の
話
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
保
延
六
年

(
一

四
〇
)
の
識
語
を
も

つ

『金
澤
文
庫
本
佛
教
説
話
集
』
の
末
尾
に
簡
略
な
仏
伝
が
あ
る
。
こ
の
部
分
は
破

損
が
ひ
ど
く
解
読
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
も
の
の
、
「年
正
月
八
日

受

難
陀

[

]
女
之
乳

[

]
持

石
鉢

沐
浴

尼
連
河

」

と

い
う
文
字
が
確
認
で
き
る
。
よ

っ
て
、
乳
糜
を
供
養
し
た
女
の
名
と
し
て
、
「難
陀
波

(婆
)
羅
」
が
描
か
れ

て
い
た
と
推
測
で
き

る

。さ

ら
に
、
中
世
の
仏
伝
で
乳
糜
供
養
譚
を
描
く
も
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
華
蔵
寺
蔵

『釈
迦
如
来
八
相
次
第

』
と
龍
谷
大
学
蔵

『釈

迦
八
相
』

の
二
種
で
あ
る
。

完

結
し
た
純
然
た
る
最
古

の
仏
伝
で
あ
る

『
釈
迦
如
来
八
相
次
第
』
(華
蔵
寺
蔵
)
は
、
天
文
二
十

一
年

(
一
五

五
二
)
に
書
写
さ

れ
、
康
応
元
年

(
一
三
八
九
)

の
年
号
が
奥
書
に
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書

の
中
巻
の
冒
頭
に
は
、
次
の
よ
う
に
詳
細
な
乳
糜
供
養

話
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

善
生
村
ノ
主
、
兵
将
婆
羅
門
ト
云
者
ア
リ
。
七
珍
万
宝
豊
ナ
ル
大
福
長
者
也
。
提
波
婆
羅
門
、
善
生
村

ニ
行
テ
、
兵
将
長
者

ニ
合

テ
語
テ
曰
ク
、
浄
飯
王
ノ
太
子
、
六
年
ノ
苦
行

ニ
疲
テ
、
優
留
頻
羅
聚
落

ニ
臥
玉

ヘ
リ
。
仏

ニ
成
リ
玉
ハ
ン

コ
ト
既

ニ
近
付
ケ
リ
。

然

ニ
定
テ
、
魔
障
ヲ
ナ
サ
ン
コ
ト
疑
ナ
シ
。
我

レ
、
身

ヲ
労
リ
テ
力
付
テ
、
魔
王
ヲ
降
伏
セ

ハ
ヤ
ト
仰
セ
ァ

ル
由
ヲ
語
ル
。
兵
将

長
者

ニ
二
人
ノ
娘
ア
リ
。

一
ヲ
ハ
難
陀
ト
名
ケ
、

ニ
ヲ

ハ
波
羅
ト
名
ク
。
(中
略
)
太
子
ノ
御
身

ノ
疲

レ
有
シ
ヲ

ハ
、
難
陀

・
波

羅
ト
云
二
人
ノ
童
女
、
薬
湯
ヲ
浴
セ
奉
リ
、
御
身
ノ
垢
ヲ
ス
リ
、
蘇
蜜
ヲ
御
身

ニ
塗
奉
リ
シ
カ

バ
、
速

ニ
本

ノ
如
ク
、
御
身

モ
ナ

ヲ
リ
、
御
力
モ
付
玉

ヘ
リ
。
(中
略
)
兵
将
婆
羅
門
ノ
ニ
人
ノ
女
、
(中
略
)
自
ラ
煮
テ
、
月
ノ
十
五
日
ニ
悉
達
太
子
ヲ
、
父
ノ
婆

羅
門
ノ
家

へ
請
奉
テ
、
新
キ
金
ノ
鉢

ニ
盛
テ
、
太
子
ノ
御
前

ニ
備

ヘ
タ
リ
。
太
子
、
此
十
六
分
ノ
乳
糜
ヲ
服

シ
玉
イ
シ
カ
バ
、
八

万
四
千

ノ
毛

吼

ヨ
リ
金
色

ノ
光
ヲ
放
テ
、
十
方
世
界
ヲ
照

シ
、
八
万
四
千

ノ
毛
孔
ヨ
リ
牛
頭
栴
檀

ノ
香
ヲ
出

ス
。
サ
レ
ハ
此
粥

ヲ
法
身
成
就

ノ
粥
ト
名
ク
。
此
粥
ヲ
表
シ
テ
、
正
月
十
五
日
ニ
ハ
粥
ヲ
煮
ル
コ
ト
末
代

マ
テ
タ

ヘ
ス
。
其
粥

ヲ
カ
イ
タ
ル
杖
ヲ
牛

王
杖
ト
名
ク
。
是
ヲ
以
テ
、
善
キ
子
ヲ
孕
ト
打
、
幸
ア
レ
ト
打
、
病
ア
ル
者
ヲ

ハ
病
癒

ヨ
ト
打
、
樹
木
ノ
実

ノ
ナ
ラ
ヌ
ヲ

ハ
実
ナ

『
今
昔
物

語
集
』
仏
伝
説
話

の

一
齣

一
七

五



一
七
六

レ
ト
ウ
ツ
。

(中
略
)
サ
テ
、
太
子

ハ
善
生
村
ヲ
立
テ
、
菩
提
樹
下
ニ
詣
シ
玉
ウ
。

こ
こ
に
は
、
ー兵
将
婆
羅
門
」
の
娘

「難
陀
」
と

「波
羅
」
が
釈
尊

へ
乳
糜
を
供
養
す
る
前
に
、
蘇
蜜
を
御
身
に
塗

る
話
が
語
ら
れ
、

ま
た
乳
糜
を
作

っ
た
乳
が
、
千
頭
の
牛
の
乳
を
飲
ん
だ
五
百
頭
の
牛
の
乳
を
三
百
頭
の
牛
に
飲
ま
せ
、
さ
ら
に
そ
れ

を
百
頭
に
飲
ま
せ
、

と
い
う
乳
を
濃
縮
す
る
過
程
が
詳
述
さ
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
話
題
は

『今
昔
』
に
は
な

い
。

こ
れ
は
、
『仏
本
行
集

経
』
に
、
軍
将
斯

那
耶

那
婆
羅
門
の
娘

「難
陀
」

「婆
羅
」
よ
り
受
け
た

「油
酥

」
を
釈
迦
が
身
に
塗
り
、
ま
た
善
生
村
主

の
娘
よ
り
千
頭
の
乳
を
最
後

に
十

五
頭
の
乳
に
濃
縮
し
て
煮
た

「上
乳
糜
」
を
受
け
る
、
と
あ
る
記
述
に
類
似
す
る
た
め
、

こ
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
『
仏
本
行
集
経
』
よ
り
簡
略
で
あ
る
が
、
『
根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
破
僧
事
』
に
も
牛
乳
濃
縮
の
過
程

の
描
写
が
あ
る
。

ま
た
、
建
武
四
年

(
一
三
三
七
)
の
奥
書
、
文
永
十
年

(
一二

七
三
)
の
本
奥
書
を
も

つ
仏
伝
、
龍
谷
大
学
蔵
本

『釈
迦
八
相
』
は
、

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

ト

キ

ニ
太

子

、

成

道

ノ
期

イ

タ

リ

テ

オ

ホ

ス

ヤ
ウ

、

ワ

レ

イ

マ
金

剛
兪

定

ヲ

オ

コ
サ

ム

ト

オ

モ

フ

ニ
、

モ

シ

コ
ノ
定

ニ
テ

オ

コ
サ

ハ
、

外

道

ノ
儀

ニ

コ
ト

ナ

ラ

ス
。

皮
膚

円

満

シ

テ

オ

コ
サ

メ

、

ト

テ

乳

ノ

カ

ユ

ヲ

ク

ワ

ハ

＼
ヤ

、

ト

オ

ホ

シ

メ

ス

ニ
、
浄

居

天

子
キ
タ
リ
テ
、
牧
牛
女
名
難
陀
波
羅

ニ
ツ
ケ
テ
イ
フ
ヤ
ウ
、
悉
達
太
子
乳
ノ
カ

ユ
ヲ
モ
ト
ム
。
乳
ノ
カ

ユ
ヲ
ツ
ク
リ
テ
タ
テ

マ
ツ

レ
ト

。

牧

牛

女

ヨ

ロ

コ
ヒ

テ

、

千

ノ
牛

ノ
乳

ヲ

シ

ホ

リ

テ

、

五

百

ノ
牛

ニ
ノ

マ
セ

テ

、

ヤ

カ

テ

五

百

ノ

牛

ノ
乳

ヲ

シ

ホ

リ

テ
、

二

百

五

十

の
牛

ニ
ノ

マ
セ

、

カ

ヤ

ウ

ニ
シ

タ

イ

ニ
シ

テ

、

タ
ヽ

フ
タ

ツ

ノ
牛

ニ
ノ

マ
セ

テ

、

シ
ホ

リ

テ

乳

ノ
カ

ユ
ヲ

ツ

ク

リ

テ
、

金

ノ

ハ
チ

ニ
モ
リ
テ
タ
テ

マ
ツ
リ
タ

レ
ハ
、
メ
シ
テ
ノ
チ
、
金
ノ

ハ
チ
ヲ
尼
連
禅
河

ニ
ナ
ケ
入
給
ヒ
タ
レ
ハ

(後
略
)

こ
こ
に
も
、

「難
陀
波
羅
」
が
登
場
し
、
牛
乳
濃
縮
の
話
題
を
含
め
た
乳
糜
供
養
譚
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

最

後
に
、
歌
謡
に
お
け
る
乳
糜
供
養
譚
を
探

っ
て
み
た
い
。
仏
伝
を
描
い
た
歌
謡
は

『梁
塵
秘
抄
』
法
文
歌
お
よ
び

『
四
座
講
式
』

お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
数
編

の
和
讃
な
ど
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
乳
糜
供
養
が
描
か
れ
た
も
の
は
管
見
の
か
ぎ
り

で

は

「
成

道

和

讃

」

一
例

で

あ

る

。

今

ノ
尺
迦

モ
哀

ニ
シ
テ

昔
ノ
仏
ノ
迹

ヲ
追
ヒ

牧
牛
ノ
粥
ヲ
受
ケ
給
ヒ

尼
連
禅
河

ニ
沐
浴
シ

吉
祥
草
ヲ
座

ニ
敷
キ
テ

結



跏
趺
座
シ
給
ヒ
キ

(後
略
)

本
和
讃

で
は
、
こ
の
よ
う
に
乳
糜
供
養
は
詠
わ
れ
る
が
、
女
の
名
は
登
場
し
な
い
。

六
、
お
わ
り
に

釈
尊
成
道
説
話
で
描
か
れ
る
乳
糜
供
養
の
話
は
、
数
々
の
経
典
に
描
か
れ
、
仏
伝

の

一
齣
の
物
語
と
し
て
定
着
し

て
い
た
。

そ

の
主

人

公

の
娘

の

名

も

、

「
須

闍

多

」

そ

の
意

訳

の

「
善

生

」
、

「難

陀

婆

(波

)

羅

」
、

「
難

陀

」

「
婆

(波

)

羅

」

の

二
女

、

な

ど

の
例
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
「善
生
」
は
物
語

の
舞
台
と
な

っ
た
村

の
名
称
と
し
て
出
る
経
も
あ

っ
た
。
仏
伝
経
典

の
前
後
関
係
を
決

定
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
パ
ー
リ
文

・
梵
文
の
仏
伝
や
律
蔵
の
仏
伝
に
見
え
る

「須
闍
多
」

の
名
称
が
、
「難
陀
婆

(波
)
羅
」
に

先
行
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た

『
仏
本
行
集
経
』
は
、
乳
糜
を
供
養
す
る
女
を

「善
生
村
主
女
」
と
す
る
が
、
そ

の
他
の
場
面
に
は

「須
闍
多
」
、
「難
陀
」
「婆
羅
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
名
を
登
場
さ
せ
、
経
の
雑
纂
と
し
て
の
面
影
を
留
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
漢
訳
経
典
で
は
、
「須
闍
多
」
「難
陀
婆
羅
」
の
登
場
す
る
話
は

「乳
糜
供
養
譚
」
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
を
み
せ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
我
が
国
の
仏
伝
文
学
で
は
、
乳
糜
供
養
譚
を
お
さ
め
て
い
る
も
の
は
限
ら
れ
、
主
人
公
の
女

の
名
を
留
め
る
も
の
は

『今
昔
物
語
集
』

の
他
数
例
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
い
ず
れ
も

「難
陀
波
羅
」
ま
た
は

「難
陀
」
「波
羅
」

の
二
女
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
今
日
喧
伝
さ
れ

て
い
る

「須
闍
多
」

(ス
ジ

ャ
ー
タ
ー
)

の
名
は
、
我
が
国
の
古
典
に
は
受
容
さ

れ
な
か

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
今
後
、
近
世
唱
導
作
品
等

の
未
開
拓
な
分
野
に
お
け
る

「乳
糜
供
養
譚
」
の
解
明
が
待
た
れ
る
が
、
こ
の
名
が
伝
わ

っ
た
の

は
、
パ
ー
リ
本
や
梵
本
の
仏
伝
が
和
訳
さ
れ
紹
介
さ
れ
た
、
近
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(大
正
大
学
講
師
)

『
今
昔
物
語
集
』

仏
伝
説
話
の

一
齣

一
七
七



一
七

八

〔
注

〕

(1

)
 諸
経

典

に
お

け

る

仏
伝

の

エ
ピ

ソ
ー

ド

に

つ
い

て

の
先
学

の
研

究

に

は

、

中
村

元

『
ゴ

ー

タ

マ

・
ブ

ッ
ダ

I

・
II
』

(
旧
版

一
九

六

八
年

、

新

版
一

九
九

二
年
)、
外
薗
幸

一

「仏
伝
経
典

の
形
成
過
程

に

つ
い
て
」

(『
鹿
児
島
経
大
論
集
』
第

二
四
巻
第

三
号
、

一
九
八
三
年

一
〇
月
)
、
岩
井
昌
悟

・
森

章
司

・
本
沢
綱
夫

「仏
伝
諸
経
典
お
よ
び
仏
伝
関
係
諸
資
料
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
別
出
典
要
覧
」

(『
原
始
仏
教
聖
典
資
料

に
よ
る
釈
尊
伝

の
研
究
』

三
、
中

央
学
術
研
究
所

モ
ノ
グ
ラ
フ
篇
、
第

三
号
、
資
料
集
篇
I
I、
二
〇
〇
〇
年
九
月
)

(2
)
 『大
正
蔵
』
第

五

一
巻
八
六
三
頁

a

(3

)
 『大

正

蔵

』
第

五

一
巻

九

一
七

頁

b

(4
)
 中
村
元

『
ゴ
ー
タ

マ
・
ブ

ッ
ダ
I

』
(中
村
元
選
集

〔決
定
版
〕
第
1
1巻
)

二
七

一
頁

(5
)
 外
薗
幸

一

「仏
伝
経
典
の
形
成
過
程
に

つ
い
て
」
(
『鹿
児
島
経
大
論
集
』
第

二
四
巻
第

三
号
、

一
九
八
三
年

一
〇
月
)
五
〇
頁

(6

)
 『大

正

蔵

』
第

二
巻

一
六

七
頁

a

(7
)
 中
村

元
監
修

・
補
注

『
ジ
ャ
ー
タ
カ
全
集

1
』
七
八
～
七
九
頁

(8

)
 同
、

八
〇

～

八

一
頁

(9
)
 外
薗

前
掲
論
文

五
〇
頁

(10

)

訳

頁

(
1
1)
 溝

口
史
郎
訳

『ブ

ッ
ダ
の
境
涯
』

二
四

一
～

二
四
四
頁

(12

)
 『大

正

蔵

』
第

三
巻

五

一
二
頁

a

(13

)
 『
大
正

蔵

』
第

三
巻

五

一
二

頁

b

(14
)
 『
大
正
蔵
』
第

二
二
巻

一
〇

三
頁
b
。
こ
の
部
分
は

『釈
氏
要
覧
』
巻
上

(
『大
正
蔵
』
第

五
四
巻

二
七

一
頁

a
)
に
も
引
か
れ
る
。
ま
た
、
『
四
分
律
』

巻
第

三
二

(『
大
正
蔵
』
第

二
二
巻
七
八
六
頁

a
)
に
は
、
釈
迦
成
道

後
の
托
鉢

の
場
面
に

「欝
鞠

羅
村

」
で

「蘇
闍
羅
大
將
女
」
が
世
尊
の
姿
を
見

て
、

「歡
喜

心
を
發

」

し
食

を

施

す

話

が
あ

る

。

(15

)
 『
大

正
蔵

』
第

三
巻

七

六

五
頁

a
～

b

(
16

)
 『パ

ー

リ

語
仏

教

辞

典

』

の

の
項

に
は

「生
ま

れ

よ

き

、
善

生

の
、
善

生

」

と
あ

る

。

(17
)
 『
大
正
蔵
』
第

三
巻
五
八
三
頁

c

(18
)
 溝

口
史
郎
訳

『ブ

ッ
ダ
の
境
涯
』

二
三
九
頁



(19
)
 『ブ

ッ
ダ

チ
ャ
リ
タ
』
(梶
山
雄

一
郎
訳

『原
始
仏
教
』
第

一
〇
巻

一
九
八
五
年
十
二
月
)

一
四
二
頁

(20
)
 『大
正
蔵
』
第

四
巻
二
四
頁

c

(
2
1
)
 『大
正
蔵
』
第

三
巻
六
三
九
頁
b

(22
)
 『大
正
蔵
』
第

二
四
巻

二
九
九
頁

c

(23
)
 『大
正
蔵
』
第

三
巻
七
七
〇
頁
b

(24
)
 『大

正

蔵

』
第

三
巻

七

七

一
頁

b
～

c

(25
)
 『大
正
蔵
』
第

三
巻
八
三
八
頁

c

(26
)
 『大
正
蔵
』
第

三
巻
九
四
九
頁
b

(27
)
 『大
正
蔵
』
第

四
巻
六
八
六
頁
b

(28

)
 『大

正

蔵

』
第

四
巻

一
四
九

頁

c

(29
)
 『大
正
蔵
』
第

四
巻
七
五
頁
b

(30
)
 『大
正
蔵
』
第

二
三
巻

七

一
七
頁

a

(31
)
 『大
正
蔵
』
第

二
三
巻
九

一

頁

a

(32
)
 『大
正
蔵
』
第

二
三
巻
九
八

一
頁
b

(33
)
 『大

正
蔵
』
第

二
三
巻

一
〇

二
六
頁

c

(34
)
 『大
正
蔵
』
第

二
三
巻
一
二
一

頁

c

(35

)
 『大

正

蔵

』
第

二

三
巻

一
二

一
頁

c

(36

)
 『大

正

蔵

』
第

二
三
巻
一
二
一

頁

c
～

一
二
二

頁

a

(37

)
 こ

の
呼

称

は
他

に

「
一
六

倍

乳
糜

」

と

す

る
も

の
も

あ

る
。

(38
)
 新

日
本
古
典
文
学
大
系
三
三

『今
昔
物
語
集

一
』

二
四
頁
～

二
六
頁
。

ル
ビ
は
省
略
し
た
。

(39

)
 『大

正

蔵

』
第

五

三
巻

一
七

頁

a

(40
)
 『大
正
蔵
』
第

五
三
巻

三
六
七
頁

a
～

c

(41
)
 『大
正
蔵
』
第

五
三
巻
三
六
七
頁

a
～
三
六
八
頁
b
。
『
法
苑
珠
林
』
本
文

に
は

「仏
本
行
経
云
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
は

『
仏
本
行
経
』
に
は
該
当
す

る
文
言
は
な
く
、
『
仏
本
行
集
経
』
巻
第

二
五

(
『大
正
蔵
』
第
三
巻
七
七

一
頁
b
～
七
七

二
頁
b
)
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
仏
伝
説
話
の

一
齣

一
七

九



一
八
〇

(
42
)
 『
大
正
蔵
』
第
五
〇
巻
七
頁

c

(
43
)
 『
大
正
蔵
』
第

四
九
巻

一
四
五
頁
b

(44
)
 『
大
正
蔵
』
第
三
巻
六

三
八
頁
b
～
六
三
九
頁
b

(
45

)
 『
大

正
蔵

』
第

三
巻

七

七

二

頁

a
～

b

(46

)
 経

で
は

「類
離

那

」

は

樹
神

で
は

な

く
、

樹

の
名

と

し

て
出

る

。

(47
)
 山
内
洋

一
編
著

『金
沢
文
庫
本

仏
教
説
話
集

の
研
究
』

(
一
九
九
七
年

一
一
月
)

二
五

一
頁

(48
)
 『中
世
仏
伝
集
』

(『
真
福
寺
善
本
叢
刊
』
第
五
巻
、
二
〇
〇
〇
年

一
一
月
)
三
八

一
～
三
八
三
頁

(49

)
 同
、

四
四

九

頁

下
段

(50
)
 『続

日
本
歌
謡
集
成
』
巻

一
中
古
編

(
一
九
八
〇

年
九
月
再
版
)

一
四
七
頁


